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2023.8.10　女性セブン

寄
せ
ら
れ
た
1
つ
1
つ
の
声
に
心
震
わ
せ
、今
ま
で
の
政

治
に
、そ
れ
は
個
人
の
問
題
だ
と
捨
て
置
か
れ
て
き
た
課
題

を
政
治
の
課
題
、社
会
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
挑
戦
す
る
。

有
権
者
の
皆
さ
ま
に
そ
う
約
束
し
、2
0
2
2
年
の
参

院
選
に
お
い
て
2
期
目
の
任
期
を
頂
き
ま
し
た
。

1
期
目
の
任
期
中
に
種
を
蒔
い
た〝
ま
だ
、こ
こ
に
な
い

政
策
〞た
ち
は
今
、確
か
に
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
か
ら
提
起
し
続
け
た「
孤
独
孤
立
対
策
」は

2
0
2
3
年
5
月
31
日
、遂
に
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
4
月
か
ら
は
全
国
の
自
治
体
で
対
策
が
努
力

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
2
0
1
9
年
か
ら
国
会
で
28
回
質
問
し
た「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
」も
2
0
2
4
年
6
月
5
日
に
法
制
化
、

既
に
全
国
の
自
治
体
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

次
な
る〝
ま
だ
、こ
こ
に
な
い
政
策
〞は「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー

支
援
法
の
立
法
」「
新
し
い
主
権
者
教
育（
学
校
内
民
主
主

義
法
）の
立
法
」「
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
」「
議
会
に
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
ド
ア（
回
転

ド
ア
）を
つ
く
る
」「
絵
本
で
子
ど
も
達
に
社
会
課
題
を
伝

え
る
」等
等
…

皆
さ
ま
に
送
り
出
し
て
頂
い
た
場
所
で
こ
れ
か
ら
も

〝
我
が
国
の
新
し
い
当
た
り
前
〞を
生
む
た
め
の
努
力
を
続

け
ま
す
。ど
う
か
変
わ
ら
ず
見
守
り
、見
張
り
、ご
指
導
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

YouTubeLINE

PICK
UP!

国民民主党・伊藤孝恵
議員に聞く！「まだ、ここ
にない政策」の作り方

政治家キャリアを身近に
国民民主党の伊藤孝恵氏
社団法人「リボルビング
ドア」を創設

参院議員・伊藤孝恵さんが
絵本制作「誰でも何にだっ
てなれるとの思い込め」

英語字幕付きで
全世界発信！

なぜ日本に女性政治家が少ないの
か？ 現役女性議
員たちが明かす
「票ハラ」の実態

SUNDAY FUNDAY!「Girls damon Day」、
LIFE HACKERS！「HELPER STATION」

2022年の参院選を追ったドキュ
メンタリー「女性議員が増えない
国で（テレビ朝日）」
がメディア・アンビ
シャス大賞優秀賞
を受賞しました。

2024.1.7　日本経済新聞

Youtube伊藤たかえちゃんねる
ラジオ番組に出演の裏側
そして人生初の…

Youtube伊藤たかえちゃんねる
ReHacQで盛大にやらかした！
年末1人大反省会

Youtube伊藤たかえちゃんねる
もう来年の準備！ダブルケア
ラー支援法を立法作業中！

Youtube伊藤たかえちゃんねる
永田町の“適材適所”に
物申す！

ジェンダー平等・女性
活躍 与野党に問う

町亞聖の
スマートNEWS

なぜ離党？
前原誠司脱退
と国民民主党
の行方

激論！
国民民主党の
存在意義は
なんだ

子育てと介護重なる「ダブルケア」
29万人  9割が働く世代

ダブルケア
もっと議論を

諏訪玲子 まちの不思
議おもしろ探究日記

国民民主、就職氷河
期世代の支援

性別と職業  絵本で“無意識の
思い込み”を払拭

日本政治の覚悟を問う
「開かれた政治を
次世代に残す」

LIFE HACKERS！
「HELPER STATION」

議員を
キャリアの一部に

怪しすぎる「実質負担ゼロ」で
強行突破…

官僚たちの悲鳴
日本の中枢で何が？

中学部活動「ヒップ
ホップ禁止令」生徒ら
泣いて抗議

ダブルケアは
「社会全体の課題」

厚労相 ダブルケア
ラー支援強化の
意向

国民民主、「ダブル
ケアラー」支援法案
を提出

加藤さゆりのThink「政治家になろう」

〈視点〉政治改革の
具体策は　
人材の偏り
是正にも
向き合う時

国民民主、
あすにも
支援法案
提出

「はて？」と違和感を
置いていく

年金の
最低保障など

森澤恭子品川区長×
牧島かれん衆議院議員×
伊藤孝恵参議院議員

成り手不足
解消へ
超党派議連

「子育て支援金」関連法
が成立
徴収は2026年度から

永田町スコープ
伊藤孝恵のまだ
ここにない政策を
・2023年10月27日 11月
号「ヤングケアラー」への
ラストワンマイルを考える
・2024年1月25日 2月号 
一般社団法人リボルビ
ングドアを創立
・2024年4月25日 5月号 
ダブルケアラー支援推進
法を議員立法
・2024年7月25日 8月号 
絵本「はんなちゃんそう
り」を出版

国民民主が
支援法案を
参院に提出

重層的な
体制整備

育児介護負
担者を支援

「おっぱい出してる知らねぇ。子供が寂しいって何の
こと。始発・終電街頭に立て」の古い
政治を変えたい　奔走する議員の素
顔「政治家をやってまた社会に戻る
“回転ドア”」な働き方って？

回転ドア式で新陳代謝？
平将明×伊藤孝恵×内山融

多様性を阻むものとは
平将明×伊藤孝恵×内山融

ひとつの
声には
力がある生理について

話そう～政治
が変える～

女性の約4割が体験
受験と「生理」が重なった

マスコットで
無党派層を
狙え

「ゾッとする！」岸田首相「高校
生の扶養控除」一律縮小検討
で「子育て罰」さらに強化

「誰か子育て世帯
助けてよ」SNSで
上がる悲鳴

国民・伊藤議員らが
一般社団
法人立ち
上げへ

セクハラ怪文書、
ストーカー被害も

シンデレラ登用と女性ゼロ
の闇 背景に無限ループ

政界に多様な人材を

【ひろゆきvs国民民主党】 【ひろゆきvs国民民主党】 GLOBE LIVE

国民民主党
伊藤孝恵

Youtube伊藤たかえちゃんねる
あの人が撮影に乱入！？
プライムニュース出演ふり返り 国会

ふるさと便

Youtube伊藤たかえちゃんねる
ダブルケアラー支援法を
参議院に提出！

「政治は
男社会」
イメージ

国会で論議も

3.5　PoliPoli政治ドットコム 5.1　中日新聞 2023.10.3　テレビ朝日

支援と改革へ危機感はあるか
「就職氷河期」を笑うな

回転扉式で目指せるか　年代性別偏りの解消策世襲過多と政治家改革
ダイジェスト〈前編〉
政治家に求める資質と多様性

ダイジェスト〈後編〉
日本は世襲が多すぎる

生理に伴う体調
不良  『追試』の
対象に  文科省
が方針示す

愛参7 区 版 国民民主プレス編集部
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公
立
高
入
試
が

〝
月
経
痛
で
〞追
試
可
能
に

　
こ
れ
ま
で
病
気
や
事

故
、自
然
災
害
や
痴
漢

被
害
等
が
対
象
と
さ
れ

て
き
た
公
立
高
入
試
に

お
け
る
追
試
対
象
に
月

経
困
難
症
等
の「
生
理
に

よ
る
不
調
」の
追
加
を
要

請
。質
問
か
ら
1
か
月
後

の
12
月
19
日
、文
科
省
は

各
都
道
府
県
宛
に
自
治

体
間
格
差
の
な
い
対
応

を
求
め
る
旨
の
事
務
連

絡
を
発
出
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
上
の
性
的
な
描
写
を
含
む

広
告
規
制
の
必
要
性
を
問
う

　
今
や
ス
マ
ホ
所
有
率
は
小
学
校
高
学
年
で
約
4
割
、中
学
生
だ
と
約

8
割
で
す
。子
ど
も
の
性
への
関
心
を
タ
ブ
ー
視
し
包
括
的
性
教
育
を
行

わ
な
い一
方
で
、ス
マ
ホ
画
面
に
は
業
態
審
査
も
内
容
審
査
も
な
い
露
骨

な
性
的
有
害
コ
ン
テ
ン
ツ
が
流
れ
て
く
る
の
を
許
容
し
て
い
る
国
は
、日

本
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。ノ
ー
テ
ィ
ス
ア
ン
ド
テ
イ
ク
ダ
ウ
ン（
権
利
侵

害
を
主
張
す
る
者
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、先
ず
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
権
利
侵

害
情
報
か
否
か
の
実
態
的
判
断
を
経
ず
に
当
該
情
報
を
削
除
す
る
措

置
を
行
う
著
作
権
法
の
仕
組
み
）等
も
参
考
に
、実
効
性
の
あ
る
対
策

を
河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣
に
求
め
ま
し
た
。

　
生
徒
の
自
主
性
を
重

ん
じ
る
教
育
改
革
で
有

名
に
な
っ
た
中
学
で
、校

長
が
変
わ
っ
た
途
端「
他

学
年
交
流
禁
止
」「
ダ
ン
ス
部

は
創
作
ダ
ン
ス
の
み
で
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
は
禁
止
」等
の
ル
ー
ル
が
生

ま
れ
、混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、文
科
大
臣
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。内

申
書
を
人
質
に
と
ら
れ
、泣
き
寝
入
り
す
る
し

か
な
い
と
い
う
悲
痛
な
声
が
、生
徒
や
保
護
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

2023.11.16

2024.4.3

円
安
に
よ
っ
て
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
提
供
海
外
ベ
ン
ダ
ー

へ
の
支
払
い
額
は
ど
う
な
る
？

2024.6.5

中
高
年
単
身
女
性
の

貧
困
問
題
へ
の

政
府
の
取
組
を
問
う

　
我
が
国
の
相
対
的
貧
困
率
の
男
女
差

は
69
歳
ま
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、70

〜
74
歳
で
は
女
性
の
み
跳
ね
上
が
り
ま

す
。こ
れ
ら
は
固
定
化
さ
れ
た
性
別
役
割

分
担
意
識
や
非
正
規
雇
用
等
、ジェン
ダ
ー

問
題
に
連
な
る
年
金
要
因
だ
と
思
わ
れ

ま
す
が
、政
府
は
実
態
把
握
の
た
め
の
調

査
す
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。就
職
氷
河
期
が

高
齢
期
に
入
る
20
年
後
に
は
更
に
深
刻

な
社
会
課
題
に
な
る
こ
と
か
ら
、岸
田
総

理
に
対
し
、対
策
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

2023. 11.29

▲文部科学省から発出された通知

異
次
元
の
少
子
化
対
策

〝
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
〞

の
ト
リ
ッ
ク
を
暴
く　岸

田
総
理
は
いつ
も
、

我
が
国
の
少
子
化
対
策

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
に
な
っ

た
、異
次
元
だ
と
胸
を
張

ら
れ
ま
す
が
、そ
れ
は
真

実
な
の
か
⁈ 

総
理
の
過

去
の
発
言
を
時
系
列
に

拾
い
、点
と
点
を
線
に
し

て
よ
う
や
く〝
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
並
〞と
い
う
言
葉
に
仕

掛
け
ら
れ
た
巧
妙
な
罠

に
気
付
き
ま
し
た
。

2024. 3.13

2
0
2
3
年
10
月
20
日
よ
り
12
月
13
日
ま
で
の
55
日
間
を

会
期
と
す
る
第
2
1
2
回
臨
時
国
会
お
よ
び
、

2
0
2
4
年
1
月
26
日
よ
り
6
月
23
日
ま
で
の
1
5
0
日
間
を

会
期
と
す
る
第
2
1
3
回
通
常
国
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

▶国会質疑の内容
を報じる朝日新聞
デジタル（2024年
6月12日）

◀男女の貧困率は70
歳以降で大きく変
化（予算委員会配
布資料）

地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会

地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会

予
算
委
員
会

予
算
委
員
会

文
教
科
学
委
員
会

文
教
科
学
委
員
会

　
政
府
・
自
治
体
共
通
の
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
、所
謂
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
の
提
供
ベン
ダ
ー
は
4
社
と
も

海
外
事
業
者
の
た
め
、円
安
基
調

が
続
い
た
場
合
、当
初
試
算
と
の
乖

離
が
生
じ
る
可
能
性
は
高
く
、そ
の

際
、協
働
す
る
国
内
ベン
ダ
ー
に
コ
ス

ト
圧
縮
要
請
等
の
理
不
尽
な
皺
寄

せ
が
な
い
よ
う
、河
野
デ
ジ
タ
ル
大

臣
に
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

2024.5.21

ど
う
し
て
突
然

「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
禁
止
」

な
の
か
？

ど
う
し
て
突
然

「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
禁
止
」

な
の
か
？

それって本当に“スウェーデン並”⁈ 岸田
政権の異次元の少子化対策に物申す

Youtube 伊藤たかえちゃんねる

◀「女性は養われる」社会像が貧困
リスクに　識者「賃金格差の解
消を」：朝日新聞デジタル
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11.16
2023

11.15

地
方
創
生
及
び

デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会

大
臣
所
信
に
対
す
る
質
疑

文
教
科
学
委
員
会

大
臣
所
信
に
対
す
る
質
疑

11.30 11.29

文
教
科
学
委
員
会

一
般
質
疑

12.5

文
教
科
学
委
員
会

「
国
立
大
学
法
人
法
改
正
案
」

参
考
人
質
疑

12.12

文
教
科
学
委
員
会

「
国
立
大
学
法
人
法
改
正
案
」

対
政
府
質
疑

文
教
科
学
委
員
会

「
J
A
X
A
法
改
正
案
」

対
政
府
質
疑

5.156.56.7

令
和
6
年
度

予
算
三
案

反
対
討
論

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続

等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を

図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

代
表
質
問

子
ど
も・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案

反
対
討
論 

学
校
設
置
者
等
及
び

民
間
教
育
保
育
等
事

業
者
に
よ
る
児
童
対

象
性
暴
力
等
の
防
止

等
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
案（
日

本
版
D
B
S
法
案
）

代
表
質
問

2024
3.28

2023
11.20

令
和
5
年
度
補
正
予
算
案

代
表
質
問

11.29

令
和
5
年
度
補
正
予
算
案

賛
成
討
論

全
文
掲
載

本
会
議
登
壇

第
2
1
2
回
国
会

委
員
会
質
疑

11.29

予
算
委
員
会

「
令
和
5
年
度
補
正
予
算
案
」

対
政
府
質
疑
、賛
成
討
論



▲代表会見で就職氷河期政策プロジェクトチーム座長
　就任を報告（2024年5月7日）

▲障害児者の情報コミュニケーション推進に関する議員連
盟で今井絵理子事務局長のもと事務局次長として活動

手話施策推進法を！可処分“時間”確保法を！
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地
方
創
生
及
び

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会

大
臣
所
信
に
対
す
る
質
疑

4.3

予
算
委
員
会

「
令
和
6
年
度
予
算
三
案
」

締
め
く
く
り
総
括
質
疑

3.28

文
教
科
学
委
員
会

文
科
省
所
管「
令
和
6
年
度
予
算
」

委
嘱
審
査
、大
臣
所
信
に
対
す
る

質
疑

3.22

地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
庁
所
管「
令
和
6
年
度
予
算
」

委
嘱
審
査

3.21

予
算
委
員
会（
N
H
K
テ
レ
ビ
入
り
）

「
令
和
6
年
度
予
算
」対
総
理
質
疑

3.13

予
算
委
員
会

公
聴
会（
外
交・安
全
保
障
）口
述
人
質
疑
、

公
聴
会（
経
済
財
政・金
融
雇
用・労
働
）口
述
人
質
疑

2024
3.12

文
教
科
学
委
員
会

一
般
質
疑

5.21

地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
案
」対
政
府
質
疑

5.24

地
方
創
生
及
び

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
案
」

対
政
府
質
疑

5.29

文
教
科
学
委
員
会

一
般
質
疑

6.4

文
教
科
学

委
員
会

一
般
質
疑

4.18

地
方
創
生
及
び

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会

「
地
方
再
生
法
一
部
改
正
案
」

対
政
府
質
疑

4.56.12

地
方
創
生
及
び

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会

一
般
質
疑

6.11

文
教
科
学
委
員
会

一
般
質
疑 

6.7

地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会

「
地
方
分
権
一
括
法
案
」

対
政
府
質
疑

6.6

文
教
科
学
委
員
会

「
学
校
教
育
法
案
」

対
政
府
質
疑

6.5

地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

一
般
質
疑

第
2
1
3
回
国
会

委
員
会
質
疑

次なる
「まだ、ここにない政策」を with PoliPoli

※PoliPoliとは？…東海中高出身の伊藤和真氏
が2018年に立ち上げた政策プラットフォーム

国会に「リボルビングドア
（回転ドア）」を創る

ブラック校則は変えられる！ 
学校内民主主義法案

１つの産声も消さない
為の内密出産

ポスト・アボーション
ケアを考える

生理にまつわる政策を
みんなで考えてみませんか

日本にも
更年期革命を！

趣味や余暇、リカレントやリスキリング、夫婦協同育児等の大切さが
再認識される昨今、可処分所得を上げるのみならず、可処分時間
（個人が自由に使える時間）の確保は重要です。企業に開示義務
化された『人的資本情報』の項目にも今後、なっていくのでは？

手話はこれを使用する人たちにとっ
て「言語」であり、重要な意思疎通
手段です。当事者の意見をもとに教
育や災害時の情報提供、その他必
要な環境整備をすると共に、手話に
より創造されてきた豊かな文化の保
存、継承及び発展のため、超党派議
連での立法を目指しています。

人にやさしい世界になる？人的資本
情報開示義務化の効果を語る

Youtube伊藤たかえちゃんねる

「
就
職
氷
河
期

世
代
政
策
に
関

す
る
提
言
」を
発
表

　
2
0
2
4
年
3
月
28
日
、令
和
6
年
度
予
算
三
案
に
対
す
る
討
論
で
、

就
職
活
動
で
私
が
1
0
0
社
も
の
会
社
に
落
ち
た
こ
と
を
述
べ
た
際
、議

場
に
笑
い
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、国
会
議
員
の
就
職
氷
河
期
世

代
に
対
す
る
認
識
不
足
を
問
う
声
が
S
N
S
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
民
主
党
で
は
、当
該
世
代
の
実
態
把
握
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、8
日
間
で
9
3
3
人
の
当
事
者
等
か
ら
回
答
を
得
ま

し
た
。そ
の
中
で
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、就
職
氷
河
期
に
よ
り
安

定
的
な
職
に
就
く
こ
と
が
出
来
な
かっ
た
こ
と
に
よ
る
現
在
の
生
活
お
よ

び
将
来
への
不
安
で
あ
り
、政
府
実
施
の「
就
職
氷
河
期
世
代
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」に
つ
い
て
は
87
・
8
％
が
利
用
し
て
い
な
い
、又
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
と
の
声
で
し
た
。

　
政
府
に
対
し
、就
職
氷

河
期
世
代
の
実
態
調
査

と
政
府
施
策
の
検
証
の

他
、我
が
国
の
中
高
年
層

が
直
面
す
る
課
題
の
解
決

に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
政

策
を
提
言
し
ま
し
た
。

2024. 6.25

　
内
閣
府
に
よ
る
調
査
で
は
2
0
1
2
年
時
点（
2
0
1
6
年
公

表
）の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
人
口
は
25
・
3
万
人
、毎
日
新
聞
の
調
査

で
は
2
0
1
7
年
時
点（
2
0
2
4
年
公
表
）で
29
・
4
万
人
。子

ど
も
の
人
口
は
減
っ
て
い
る
の
に
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
人
口
は
5
年

間
で
4
万
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
の
9
割
を
占
め
る
の

が
30
〜
40
代
の
働
く
世
代
で
あ
り
、7
割
を
女
性
が
占
め
ま
す
。

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、ジェン
ダ
ー
格
差
や
人
手
不
足
、介
護

離
職
と
、そ
れ
に
連
な
る
貧
困
、孤
独
・
孤
立
な
ど
、現
代
の
日
本

の
課
題
を
包
含
し
て
お
り
、こ
う
いっ
た
ケ
ア
ラ
ー
た
ち
を
支
え
な

け
れ
ば
、社
会
は
維
持
出
来
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
誰
か
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
以
上
、介
護
の
当
事
者
で
な

い
者
は
な
く
、超
高
齢
化
、晩
婚
・
晩
産
化
を
背
景
に
、ダ
ブ
ル
ケ
ア

ラ
ー
問
題
は
よ
り
深
刻
化
し
て
い
く
こ
と
が
容
易
に
想
定
出
来
る

に
も
関
わ
ら
ず
、政
府
は
相
変
わ
ら
ず「
ケ
ア
労
働
は
家
庭
内
で
完

結
す
る
自
助
」だ
と
思
っ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　
現
状
、ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、定
期
的
な
実
態
調
査
も

所
管
省
庁
も
あ
り
ま
せ
ん
。以
前
は
厚
労
省
が
育
児
も
介
護
も
所

管
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
、育
児
は
こ
ど
も
家
庭
庁
、介
護
は

厚
労
省
と
わ
か
れ
て
し
ま
っ
た
為
、政
策
推
進
主
体
を
決
め
る
の

が
難
し
い
と
い
う
の
で
す
。縦
割
り
行
政
打
破
の
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
こ
ど
も
家
庭
庁
が
、新
た
な
縦
割
り
行
政
を
生
ん
で
い
る
と
い

う
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
法

の
基
本
理
念
に
は「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
支

援
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べき
課
題
」

と
記
す
と
共
に
、国
や
地
方
公
共
団
体
、

事
業
主
の
責
務
を
明
記
。実
態
調
査
や

そ
れ
を
踏
ま
え
た
適
切
か
つ
十
分
な
支

援
の
実
施
を
義
務
付
け
た
他
、ス
テ
ィ
グ

マ
対
策
や
高
齢
化
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

条
も
立
て
ま
し
た
。

2024.4.10

国民生活の基盤となる法律
を創る国会だからこそ、多様
な人材の参画が必要です。

おかしいと思うなら声をあ
げ、仲間をつくり変えていく
経験こそが何よりの主権者
教育に。

0歳0カ月0日0時間で亡くな
る子ども達をゼロにするた
めの選択肢をつくります。

中絶や流産、死産に係る包
括的なケアについての観点
が、日本の法律には欠けて
います。

人類の半分が当事者であ
るにも関わらず、今までタ
ブー視されてきた数多の生
理の課題に取り組みます。

男性更年期障害を見過ご
し、女性が閉経まで働くこと
を想定していなかったこれ
までの社会を変えるために。

「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
支
援
法
案
」

（
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
）を

参
議
院
に
提
出

詳
細
は
コ
チ
ラ
▼

詳
細
は
コ
チ
ラ
▼

国民民主党・伊藤孝恵氏に聞く
【政界Ｗｅｂ】：時事ドットコム 
jiji.com

「就活１００社落ち」議員が挑む氷河期対策　
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ネット社会における
プライバシーの在り方を
考える議員連盟

議会におけるリボルビング
ドア推進議員連盟

インターネットやソーシャルメディア等、誰もが発信者となり、瞬く
間に情報が拡散され、一度拡散されると二度と消せないという時
代における“プライバシーの適切な在り方”を議論し、具体的な
政策提言に繋げることを目的としています。

政治家とその他の職業を、まるで回転ドアのように相互に行き来することが
当たり前になる社会を創るため、人生のひとときを政治家として働くことの

有意味性および、その後のキャリアへの影響を可視化することを通じて、選挙に挑戦しようと
思い立つ多様な人材を涵養し、現状の立候補のしにくさや政治家のなり手不足等の課題解
消に寄与することを目的として活動しています。

読売新聞・LINEヤフーに
よるプライバシーの尊重に
係る共同声明および政府
の施策についてヒアリング

日本若者協議会 室橋祐貴代表理事ほか協議会
メンバーの高校生、大学生から、学校生活における
アウティング等の被害実態についてヒアリング

プロ野球選手の
プライバシー保護に
係る取組について
ヒアリング

設立総会

ヴァスコ・ダ・ガマ法律会計事務所
パートナー弁護士 萱野唯氏による
基調講演「ネット空間における
プライバシー侵害に係る問題提起」

2024
6.3

PICK  UP

2023
11.2

PICK  UP

2023.12.5 第2回総会

2024.3.1 第3回総会

2024.4.2 第4回総会

プロサッカー選手の
プライバシー侵害
被害状況について
ヒアリング

2024.6.3 第5回総会

ママパパ
議員連盟

2018年3月1日の発足以来、子ども子育て政策の推進や子育て世
代の声を我がものとして聞ける議員を増やすための活動に、党派を
超えて取り組んでいます。

生殖補助医療の
在り方を考える
議員連盟

2020年12月9日の発足以来、第三者提供の卵
子や精子を用いた生殖補助医療に係る国や医療
従事者の責務や、生まれた子どもの「出自を知る
権利」を担保するための立法に向け、超党派で活
動しています。

特定生殖補助医療に
関する法律案（要綱案）の
提示および議員間討議

乳児用液体ミルクの普及促進に関しての要請書
を渡辺由美子こども家庭庁長官に手交

特定生殖補助医療に関する
法律案（骨子案）の提示
および議員間討議

生殖補助医療と出自を知る権利 ～イギリス・
フランスの事例から～ 国立国会図書館の調
査研究結果についてヒアリング

生成AIによる児童ポルノのリスク
や規制の必要性について考える

こどもホスピス実態
調査のヒアリング
および取組の必要
性について考える

ブラック霞が関～霞が関
で働くママパパたちの働
き方を考える～ 

▲東海大学グローバルシチズンカレッジ 
　プロボスト 藤本祐司特任教授による基調講演

2024.4.11 第22回総会

2023.11.7 第25回総会

2024.2.14 第26回総会

2024.4.16 第23回総会

2024.5.13 第24回総会
2023
9.28

PICK  UP

2024
6.5

PICK  UP

第27回総会

連総会で採択された子どもの権利条約に「父母を知る権
利」いわゆる「出自を知る権利」が記されたのは1989年。

日本も1994年に批准しましたが、法整備は立ち遅れています。
親から子どもへのテリング（真実告知）のサポートと国によるデー
タベース整備等を可能とする新規立法の要綱を提示しました。

国

マパパ議連の発足以来取り組んできた、日本での乳児用液体
ミルクの販売。発売後4年経ちましたが、粉ミルクに比べ割高

なため普及が進まず、このままでは販売継続が難しくなるかもしれま
せん。液体ミルクを国として普及促進してほしい旨、こども家庭庁長
官へ要請書を提出しました。

マ

つの超党派議員連盟

一般社団法人 リボルビングドア設立
2023.11.21

代表理事／伊藤孝恵
理　　事／菅野志桜里元衆議院議員、寺田学衆議院議員

設立総会

▲LINEヤフー株式会社 川邊健太郎会長による講演

▲NPO法人愛知こどもホスピスプロジェクトの畑中めぐみ
　代表と患者家族の安藤晃子さんによる講演

▲日本プロ野球選手会 森忠仁事務局長による講演

▲日本プロサッカー選手会 吉田麻也会長と松本泰介執行理事
　による講演

ネット社会におけるプライバシーの在り方を考える
議員連盟 役員体制案

（敬称略）

顧　　問： 小渕 優子（自民 衆議院） 泉 健太（立憲 衆議院）
会　　長： 小泉 進次郎（自民 衆議院） 岡本 三成（公明 衆議院）
 寺田 学（立憲 衆議院） 藤田 文武（維新 衆議院）
 玉木 雄一郎（国民 衆議院）
副　会　長： 牧島 かれん（自民 衆議院） 村井 英樹（自民 衆議院）
 三浦 信祐（公明 参議院）
幹　事　長： 宮﨑 政久（自民 衆議院）
幹事長代行： 中谷 一馬（立憲 衆議院）
幹　　事： 小林 史明（自民 衆議院） 國重 徹（公明 衆議院）
 奥野 総一郎（立憲 衆議院） 小野 泰輔（維新 衆議院）
 宮本 岳志（共産 衆議院）
事務局長： 伊藤 孝恵 （国民 参議院）
事務局次長： 三谷 英弘（自民 衆議院） 塩崎 彰久（自民 衆議院）
 鈴木 英敬（自民 衆議院） 荒井 優（立憲 衆議院）
 金村 龍那（維新 衆議院） 伊藤 岳（共産 参議院）
 浅野 哲（国民 衆議院）

以 上

立総会の基調講演では、情報化社会の進展に
より、現在は著名人だけでなく誰でもプライバ

シー侵害やアウティングの被害を受ける可能性があ
り、既存の法律ではそれらに対応しきれていないという
事例および包含する課題についてご示唆頂きました。

設

政府の議連の申入れに対す
る対応状況および公務員制
度に関する有識者会議中間
報告についてヒアリング

思わず感泣！ 愛知こどもホスピス
プロジェクトによる「星空プロジェクト」

Youtube伊藤たかえちゃんねる

悲鳴をあげる“官僚”
たち 日本の中枢で
今なにが？（2024年
6月11日放送）

NHKクローズアップ現代

一般社団法人リボルビングドア
設立キックオフトーク

Youtube伊藤たかえちゃんねる

ネット社会における“プライバシー”の
在り方を考える議員連盟が始動

Youtube伊藤たかえちゃんねる

4
が をつとめる



Topics

◀Youtube伊藤たかえ
ちゃんねる「愛知の
自治体議員の皆さん
と開催🔗孤独・孤立
対策勉強会」

◀朝日新聞with Planet「私たちの
声、届いてる？男女格差指数
125位の日本で議員と語った」
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◀Youtube伊藤たかえちゃんねる
　「寄せられた意見を政策に！就職氷河
期世代政策PT始まりました！」

◀Youtube伊藤たかえ
ちゃんねる「三ツ星議
員の表彰式はリアル
「朝まで生テレビ！」

◀Youtube伊藤たかえ
ちゃんねる「生理や更
年期障害について
もっと知って欲しい！
HAPPY FEM FES！」

◀Youtube伊藤たかえ
ちゃんねる「さやか星
小学校✨開校記念
式典の裏側

米国国務省
「IVLP Impact Awards 2023」
助成ワークショップに登壇

China

Ghana

U.S.A.

アメリカ
合衆国

訪日中のエリザベス・アレン米国
務次官と、女性のインクルージョン
について懇談

グローバルヘルス分野
の取組を視察

ガーナ中国

2023.11.10

Uzbekistanウズベキスタン
ウズベキスタン国会議員団と面談

2024.5.28

2023.12.9

Great Falls 
Elementary 
Schoolの日本語イン
クルージョン教師は
なんと2人とも金城学
院の同窓生！

訪日中のジョージタウン大学
バービア大使とWPS（女性・
平和・安全保障）について懇談

2023.12.15

野田聖子衆議院議員、島尻安伊子
衆議院議員、辻本清美参議院議員
らと、日米女性リーダーズ・ダイアローグ
でワシントンを訪問

2023.9.11- 17

大連や北京のビジネスセクターを視察
2024.7.30- 8.2

2024.7.21- 26

アメリカ大使館エマニュエル
大使と懇談

2023.12.19

超党派議員団で、
頼清徳新総統に謁見、
就任式典に出席

2024.5.19- 20

らいせいとく

Taiwan
台湾

QR

第2期こくみん政治塾
がスタート！

Youtube伊藤たかえちゃんねる

第1期こくみん政治塾
終了報告！

Youtube伊藤たかえちゃんねる

【こくみん政治塾とは】 国民民主党の掲げる「給料が上がる
経済の実現」などの基本政策を学び、課題解決できる人材を
育成します。次世代の政治家や政策スタッフを、地域や職種、
性別、学歴、年齢を問わず発掘・育成します。

「こくみん政治塾」
はじまりました

第
二
期

就職氷河期世代対策プロ
ジェクトチームの座長に

孤独・孤立対策推進法（2024年4月から
自治体努力義務化）の勉強会を開催
（2023年8月11日）

公益財団法人プラン・
インターナショナル・
ジャパンの「ガールズ・
リーダーシップ 私たちの
声を届けよう」に参加
（2023年10月11日）

部活の地域移行（2026年3月までに文科省は
移行の方針）の勉強会を開催
（2023年10月19日）

福島第一
原子力発電
所視察
（2023年12月21日）

三ツ星議員に選出（2023年11月10日）

さやか星小学校（長野県佐久市） 
開校記念式典に出席（2024年4月6日）

「HAPPY FEM FES」トークセッションに登壇
（2024年3月10日）

G1サミット2024に登壇（沖縄万国津梁
館）「社会の分断をどう防ぐか～日本の実
態と欧米から得られる教訓から考える～」
（2024年2月25日）

伊藤孝恵×鈴木健×
湯浅誠×駒崎弘樹

女性参政権
記念イベント
#今こそパリテ！
政治を50/50に
参加
（2024年4月10日）

日本医療政策機構パネルディスカッション
「更年期政策の国際的潮流を踏まえた企
業における健康支援」に登壇（2024年4月9日）

THE MINKAI 2024に登壇
（2024年7月28日）

子どもの権利条約発効30周年記念シン
ポジウムに登壇「学校内民主主義」の制
度化に向けた提言（2024年5月22日）

大連のパナソニック
ソフトウェア開発を
視察

首都アクラの病院でワクチン
接種を待つ母子と

野口記念医学
研究所を視察

『10年後20年後の社会課題解決のアプローチ』
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国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

全文掲載

本
会
議
登
壇

令
和
5
年
11
月
20
日

令
和
5
年
度
補
正
予
算
案
に
対
す
る
質
疑

　
縮
小
ど
こ
ろ
か〝
16
歳
未
満
に
対
す
る
年
少
扶
養
控
除
を
復
活
の

上
、児
童
手
当
を
拡
充
す
る
〞こ
れ
が
、時
代
の
要
請
で
す
。総
理
の
御
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
現
在
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
小
売
価
格
は
平

均
1
7
0
円
か
ら
1
8
0
円
台
で
推
移
し
、日
常
的
に
自
動
車
を
使
う

地
方
を
中
心
に
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
に

直
結
す
る
こ
と
か
ら
、企
業
の
利
益
を
削
ぎ
、賃
上
げ
の
原
資
を
奪
っ
て

い
ま
す
。

　
財
政
演
説
の
中
に
あ
っ
た「
地
方
・
中
堅
・
中
小
企
業
を
含
め
た
持
続

的
賃
上
げ
」に
は
、適
正
な
価
格
転
嫁
対
策
と
共
に
、ガ
ソ
リ
ン
減
税
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。 

　

　
国
民
民
主
党
は
2
年
前
か
ら
、ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
に
よ
る
旧

暫
定
税
率
分
、リ
ッ
タ
ー
25
.1
円
の
減
税
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。今

国
会
で
も
、暫
定
税
率
と
二
重
課
税
を
廃
止
す
る
た
め
の
法
案
を

2
0
2
1
年
に
続
き
再
度
、参
議
院
に
提
出
致
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
、燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
を
来
年
４
月
末
ま
で
延

長
す
る
方
針
を
示
し
、今
回
、所
要
の
経
費
と
し
て
1
，5
3
2
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。総
理
、ま
だ
、石
油
元
売
り
事
業
者
や
輸
入
事
業
者

に
対
す
る
補
助
金
ス
キ
ー
ム
を
続
け
ら
れ
る
お
つ
も
り
で
す
か
？

　
先
般
、会
計
検
査
院
が
指
摘
し
た
の
は
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
62
億

円
を
か
け
て
、全
国
2
万
か
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
週
1
回
、電
話

ま
た
は
訪
問
し
、「
本
当
に
ガ
ソ
リ
ン
価
格
っ
て
下
が
っ
て
ま
す
？
」と
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
、壮
大
な
無
駄
事
業
で
す
。62
億
円
か
け
て「
補
助

金
は
ち
ゃ
ん
と
ユ
ー
ザ
ー
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の
か
？
」と
、聞
き
回
る
ほ

ど
心
配
な
の
で
あ
れ
ば
、速
や
か
に
減
税
を
ご
決
断
下
さ
い
。総
理
の
答

弁
を
求
め
ま
す
。

　
加
え
て
巨
額
の
調
査
事
業
で
す
。結
果
は
公
表
の
上
、価
格
抑
制
効
果

分
析
を
行
う
の
が
当
然
だ
と
考
え
ま
す
が
、会
計
検
査
院
の
指
摘
に
対

す
る
政
府
の
対
応
、調
査
結
果
お
よ
び
分
析
結
果
の
公
表
時
期
に
つ
い

て
、総
理
に
伺
い
ま
す
。

　
国
の
根
幹
で
あ
る
税
法
に
手
を
つ
け
る
以
上
は
、明
確
な
理
念
と
理

屈
が
必
要
で
す
。岸
田
総
理
が
、あ
ら
ゆ
る
し
が
ら
み
を
乗
り
越
え
て
打

ち
出
さ
れ
た
所
得
減
税
に
共
感
が
広
が
ら
な
い
の
は
、幾
ら
に
す
る
の

か
？
い
つ
に
な
る
の
か
？
時
限
に
す
る
の
か
？
そ
ん
な
話
に
終
始
し
て
、

減
税
の
目
的
や
期
待
さ
れ
る
効
果
、な
ぜ
今
、そ
れ
を
岸
田
政
権
で
や
る

の
か
？
総
理
ご
自
身
の
言
葉
で
、ま
だ
、お
話
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
30
年
ぶ
り
の
イ
ン
フ
レ
な
の
だ
か
ら
、岸
田
政
権
で
は
デ
フ
レ
時
代
の

税
制
を
改
め
る
！
と
か
、政
治
家
は
い
つ
も
名
目
賃
金
や
実
質
賃
金
で

語
る
が
、私
は
可
処
分
所
得
に
拘
る
！
何
故
な
ら
家
計
の
お
財
布
の
中

に
残
っ
て
い
る
お
金
、つ
ま
り
可
処
分
所
得
こ
そ
が
暮
ら
し
そ
の
も
の
だ

か
ら
！
な
ど
、所
得
減
税
に
拘
っ
た
、総
理
の
哲
学
が
必
ず
あ
る
筈
で
、

そ
れ
を
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
。

　
デ
フ
レ
か
ら
イ
ン
フ
レ
に
経
済
が
移
行
す
る
中
で
の
経
済
政
策
と
し
て

「
所
得
減
税
」は
決
し
て
間
違
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。何
の
た
め
の
減
税
な
の

か
？
防
衛
増
税
と
の
矛
盾
や
、財
政
健
全
化
と
の
整
合
も
併
せ
て
、国
民

の
皆
さ
ま
に
説
明
し
、所
得
税
改
革
を
断
行
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、予
備
費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。政
府
は
今
年
度
、当
初
予
算
に

計
上
し
た
4
兆
円
の「
コ
ロ
ナ
対
策
お
よ
び
原
油
・
物
価
高
騰
対
策
予
備

費
」が
全
額
残
っ
て
い
る
の
で〝
コ
ロ
ナ
〞を〝
賃
上
げ
〞に
書
き
換
え
て
活

用
す
る
と
言
い
ま
す
。

　
予
備
費
は「
予
見
し
が
た
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
た
め
」財
政
法
で

認
め
ら
れ
た
事
前
議
決
原
則
の
例
外
的
制
度
で
あ
り
、な
し
崩
し
的
に

使
途
を
拡
大
す
る
手
法
は
、財
政
民
主
主
義
を
有
名
無
実
化
し
た
と
の

誹
り
を
免
れ
ま
せ
ん
。国
会
審
議
を
経
ず
に
政
府
が
使
え
る
予
備
費
の

昨
今
の
肥
大
化
お
よ
び
用
途
変
更
の
在
り
方
に
つ
い
て
、総
理
の
御
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　
予
備
費
で
は
、も
は
や
必
要
ナ
シ
と
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
対
策
が
、補
正
で

は「
病
床
の
確
保
等
」に
必
要
だ
と
し
て
6
，1
4
3
億
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
は
不
可
解
で
す
。一
方
、人
手
不
足
に
よ
る
介
護
難
民
、介
護
離

職
、介
護
虐
待
や
事
故
が
こ
れ
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

介
護
職
員
等
の
処
遇
改
善
に
は
わ
ず
か
5
8
1
億
円
。病
床
確
保
の
10

分
の
1
以
下
と
は
、こ
れ
も
ま
た
不
可
解
で
す
。更
に
は
、項
目
上
で
確

認
出
来
な
い
予
算
が
あ
り
ま
す
。

　
総
理
に
伺
い
ま
す
。大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場
建
設
費
が
当
初
予
想
の

倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。事
実
関
係
お
よ
び
、

政
府
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。ま
た
、国
の
増
額
負
担
分
が
あ
る
場
合
、そ

の
積
算
根
拠
と
金
額
、ど
の
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
？
教
え
て
下
さ

い
。〝
万
博
〞の
文
字
が
、当
初
頂
い
た
資
料
の
中
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、確
認
で
す
。

　
執
行
が
不
透
明
な
基
金
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以

降
、単
年
度
主
義
の
弊
害
是
正
を
大
義
に
、予
算
措
置
が
横
行
し
て
い
ま

す
が
、昨
年
度
末
時
点
に
お
け
る
基
金
は
1
8
0
、残
高
は
一
般
会
計
に

お
け
る
財
政
規
模
の
１
割
を
ゆ
う
に
超
え
る
16
.6
兆
円
に
達
し
て
い
ま

す
。こ
の
内
、人
件
費
や
事
務
費
と
い
っ
た
管
理
費
の
み
を
支
出
す
る
所

謂「
休
眠
基
金
」は
全
体
の
15
％
、29
基
金
に
も
及
び
、1
.4
兆
円
を
滞

留
し
て
い
る
と
す
る
指
摘
も
あ
る
な
ど
、効
果
効
率
的
な
運
用
が
な
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

　
先
般
、河
野
行
政
改
革
担
当
大
臣
は
、各
府
省
の
全
基
金
を
見
直
す

方
針
を
示
さ
れ
ま
し
た
。国
会
の
監
視
が
行
き
届
か
な
い
基
金
の
課
題

を
認
識
し
な
が
ら
、今
回
4
.3
兆
円
を
計
上
し
、新
た
な
基
金
の
造
成

や
積
増
し
を
行
う
道
理
を
、河
野
大
臣
、お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
際
、基
金
に
つ
い
て
は
網
羅
的
か
つ
徹
底
し
た
見
直
し
を
直
ち
に

行
い
、国
会
に
報
告
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、総
理
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

併
せ
て
、基
金
に
今
、直
ち
に
、支
出
が
必
要
な
理
由
を
、財
政
法
第
29

条
に
お
け
る
緊
要
性
の
評
価
と
併
せ
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
、少
子
化
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
13
.2
兆
円
の
予
算
総
額
の
中
で
、め
ぼ
し
い
も
の
は
、子
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
の
試
行
的
事
業
、91
億
の
み
で
す
。異
次
元
の
少
子
化
対

策
は
、ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
少
子
化
が
、我
が
国
最
大
の
病
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。他
に
も
っ
と

深
刻
な
病
が
あ
っ
て
、少
子
化
は
そ
の
合
併
症
で
す
。大
本
の
病
を
無
視

し
た
ま
ま
進
ん
で
も
、事
態
は
改
善
し
な
い
と
断
言
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
自
民
党
政
治
は
、女
性
に
家
庭
内
の
家
事
、育
児
、介
護

の
一
切
を
任
せ
、自
助
共
助
を
効
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、公
助
で
あ
る
国

の
福
祉
予
算
を
軽
減
す
る
政
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
少
子
化
は
、固
定
化
さ
れ
た
性
別
役
割
分
担
意
識
や
実
質
賃
金
の
低

下
、長
時
間
労
働
や
非
正
規
雇
用
、多
様
な
家
族
の
形
を
認
め
て
こ
な

か
っ
た
我
が
国
の
大
本
の
病
に
よ
る
合
併
症
だ
と
理
解
し
、政
策
的
手

当
を
し
な
け
れ
ば
、社
会
は
到
底
変
わ
り
ま
せ
ん
。総
理
の
御
認
識
を
伺

い
ま
す
。

　「
少
子
化
対
策
」と
は
、子
育
て
現
役
世
代
と
次
世
代
が
、私
も
産
み

育
て
ら
れ
る
と
思
え
る
環
境
を
創
る
こ
と
で
あ
り
、政
府
が
す
べ
き
事

は
、①
家
計
の
収
入
を
上
げ
　
②
税
負
担
を
下
げ
　
③
社
会
保
険
料
負

担
を
下
げ
　
④ 

控
除
や
給
付
、無
償
化
な
ど
の
公
的
支
援
を
増
や
す

　
こ
の
4
点
に
尽
き
ま
す
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
理
解
し
て
い
た
ら
、現
役
層

の
社
保
負
担
を
更
に
増
や
す「
支
援
金
制
度
」や
、扶
養
控
除
縮
小
な
ど

と
い
っ
た
愚
策
は
出
て
き
ま
せ
ん
。現
役
世
代
の
中
で
、子
ど
も
の
有
無

を
分
断
要
素
と
し
て
し
ま
う
懸
念
す
ら
残
る「
支
援
金
」の
導
入
は
再
考

し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
企
業
に
と
っ
て
も
、社
保
負
担
は
総
人
件
費
で
あ
り
、雇
用
抑
制

と
非
正
規
化
を
進
め
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。雇
用
や
賃
上
げ
に
対
す

る「
支
援
金
」の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
？
総
理
の

答
弁
を
求
め
ま
す
。

　
賃
金
の
低
下
と
出
生
数
の
低
下
の
相
関
係
数
は
0
·
9
3
―
著
し
く

相
関
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
こ
の
瞬
間
が
30
年
ぶ
り
の
持
続
的
賃

上
げ
を
実
現
出
来
る
か
否
か
の
、ひ
い
て
は
少
子
化
対
策
の
正
念
場
で

あ
る
こ
と
を
、肝
に
銘
じ
て
頂
き
た
い
。殊
更
強
く
お
願
い
し
、私
の
質
問

を
終
わ
り
ま
す
。       

　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
会
派
を
代
表
し
、

令
和
5
年
度
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、質
問
い
た
し
ま
す
。

　
や
は
り
、消
費
と
投
資
が
振
る
い
ま
せ
ん
。

　
今
年
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
G
D
P（
国
内
総
生
産
）は
、前
の
3
か

月
と
比
べ
て
実
質
0
.5
%
の
マ
イ
ナ
ス
、年
率
換
算
2
.1
%
の
減
少

で
、3
四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
ま
し
た
。ガ
ソ
リ
ン
や
食
料

品
を
中
心
に
物
価
高
が
続
い
て
い
る
影
響
で
、G
D
P
の
6
割
近
く
を

占
め
る
個
人
消
費
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
加
え
、企
業
の
設
備
投
資
が

減
少
し
た
こ
と
が
主
た
る
要
因
で
す
。

　
総
理
に
伺
い
ま
す
。近
頃
は
、「
G
D
P
ギ
ャ
ッ
プ
は
解
消
さ
れ
た
」と

の
論
調
が
み
ら
れ
ま
す
が
、総
理
の
御
認
識
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
、必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、消
費
と
投
資
を
下
支
え
し
、持
続
的

賃
上
げ
を
確
実
に
す
る
為
の「
生
活
減
税
」で
す
。

　
国
民
民
主
党
が
先
月
23
日
に
提
案
し
た
、所
得
税
減
税
・
ガ
ソ
リ
ン
減

税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
含
む
消
費
税
減
税
、法
人
税
に
お
け
る
投
資
減

税
の「
生
活
減
税
4
本
柱
」に
つ
い
て
の
、総
理
の
御
評
価
を
伺
い
ま
す
。

　
今
月
１
日
、所
得
税
減
税
法
案
を
参
議
院
に
提
出
致
し
ま
し
た
。私
た

ち
が
提
案
す
る
の
は
、一
言
で
い
え
ば〝
所
得
税
の
イ
ン
フ
レ
調
整
〞で
す
。

　
物
価
高
に
加
え
、賃
金
上
昇
を
上
回
る
所
得
増
税
が
、家
計
の
著
し
い

負
担
に
な
っ
て
い
る
事
実
に
着
目
し
、物
価
上
昇
率
お
よ
び
名
目
賃
金
上

昇
率
な
ど
を
鑑
み
、基
礎
控
除
や
給
与
所
得
控
除
を
引
き
上
げ
て
、減

税
効
果
を
ま
み
え
る
と
い
う
立
て
付
け
で
す
。

　
基
礎
控
除
は
そ
も
そ
も
、必
要
最
低
限
の
生
活
を
送
る
為
に
必
要
な

所
得
に
は
課
税
し
な
い
、と
い
う
理
念
に
基
づ
く
制
度
で
あ
り
、イ
ン
フ
レ

に
よ
っ
て〝
生
き
て
い
く
為
の
コ
ス
ト
〞が
上
が
っ
て
い
る
今
こ
そ
、基
礎
控

除
の
引
き
上
げ
に
よ
る
家
計
負
担
の
軽
減
が
必
要
で
す
。

　
日
本
で
は
30
年
間
に
お
よ
ぶ
長
い
デ
フ
レ
を
背
景
に
1
9
9
5
年
以

降
、基
礎
控
除
プ
ラ
ス
給
与
所
得
控
除
の
水
準
は
据
え
置
か
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
が
所
謂
1
0
3
万
円
の
壁
で
す
。

　
基
礎
控
除
と
は
何
た
る
か
？
に
つ
い
て
の
総
理
の
御
認
識
と
共
に
、28

年
間
変
わ
ら
な
い〝
壁
〞に
対
す
る
、今
後
の
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

　
一
部
報
道
に
よ
れ
ば
、政
府
は
16
歳
か
ら
18
歳
の
扶
養
控
除
の
縮
小
を
決

定
し
、調
整
に
入
っ
た
そ
う
で
す
。総
理
に
伺
い
ま
す
。事
実
で
し
ょ
う
か
？

1946年4月10日、女性が初めて参政権を得た戦後初の総選挙で、39人の女
性国会議員が誕生しました。“39人”は当時世界一。あれから78年経った今、
日本の女性国会議員は約10人に1人と世界最低レベルです。なぜそうなった
の？どうしたら変えられるの？この絵本が、子ども達のふとした気付きや、親子
の会話のキッカケになれば幸いです。

～総理大臣になりたい女の子とおばあちゃんおばけの話～ はんなちゃんそうり 

作：伊藤孝恵　絵：松本えつを
三恵社/税込1,980円

主人公は小学1年生の女の子はんなちゃん。将来は、駄菓
子屋さんになるか総理大臣になるか迷っているところ。しか
し、はんなちゃんの夢を聞いたクラスメイト達は「女の子は
総理大臣にはなれないよ」「女の子の総理大臣なんてヘン
だよ」と言い、先生までも「外国にはいるんだけどねぇ」と
…。“女の子は総理大臣になれないの？どうして外国ではな
れるのに日本ではなれないの？”眠れぬ少女のもとに突然
現れたのは“市川ハル”と名乗るおばあちゃんおばけ。聞け
ば1946年に日本で初めて誕生した女性国会議員の1人だ
と言う。おばあちゃんおばけが語る“夢をかなえる秘訣”と
“78年前に願った日本の未来”とは…

あらすじ

絵本出版
しました！

遂に絵本完成‼️
4月12日発売
『はんなちゃんそうり』

Youtube伊藤たかえちゃんねる

目が見えない見えにくい、又はディスレクシア（読み書きに困難のある学習障害）の子ども達も
読めるように、テレビ大阪勤務時代の後輩、猪井操子アナウンサーが「はんなちゃんそうり」を
音声データにしてくれました。ダウンロードリンクを送らせて頂きますので、ご入用の方が
いらっしゃいましたらお気軽にお申し付けください。
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国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

全文掲載

本
会
議
登
壇

令
和
6
年
3
月
28
日

令
和
6
年
度
予
算
案
に
対
す
る
反
対
討
論

ス
テ
ル
ス
増
税
で
あ
る
こ
と
や
、保
険
料
の
目
的
外
使
用
が
問
題
で
あ
る

こ
と
の
み
な
ら
ず
、企
業
に
と
っ
て
も
社
会
保
険
料
の
更
な
る
負
担
増
と

な
り
、賃
上
げ
抑
制
要
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。言
わ
ず
も
が
な
、社
会
保

険
料
は
総
人
件
費
で
あ
る
こ
と
か
ら
、雇
用
抑
制
と
非
正
規
化
を
進
め

る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て
も
、会
計
検
査
院
が
、あ

れ
ほ
ど
補
助
金
が
消
費
者
で
は
な
く
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
利
益
に
回
っ

て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、燃
料
油
価
格
激
変
緩

和
対
策
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
、到
底
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　
2
0
2
2
年
1
月
か
ら
補
助
金
が
始
ま
り
、既
に
2
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
。総
理
は
近
く
7
度
目
の
延
長
を
表
明
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

延
長
幅
は
6
月
末
で
調
整
に
入
っ
た
と
の
こ
と
。

　
先
ず
、5
月
以
降
も
補
助
金
を
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、予
算
案
を

組
み
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。予
備
費
の
中
で
、中
途
半
端
な
延
長
を

す
る
な
ど
、お
た
め
ご
か
し
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
企
業
の
経
営
者
が
、た
っ
た
2
カ
月
の
補
助
金
延
長
を
拠
り
所
と

し
て
、安
心
し
て
従
業
員
の
給
料
を
上
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？ 

リ
ッ
タ
ー
1
7
5
円
前
後
で
高
止
ま
り
す
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
、今
日
も

頭
を
抱
え
る
生
活
者
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
？

　
ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
と
共
に
、暫
定
税
率
、二
重
課
税
を
見
直
す

事
で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
引
き
下
げ
、再
エ
ネ
賦
課
金
の
一
時
徴
収
停
止
に

よ
っ
て
電
気
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
。更
に
は
、安
定
的
に
賃
金
上
昇
率

が
物
価
上
昇
率
プ
ラ
ス
2
％
に
な
る
ま
で
の
間
、消
費
税
率
を
10
％
か
ら

５
％
に
引
き
下
げ
、伴
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
す
る
。

　
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
の
為
に
は
、総
理
が
拘
泥
す
る「
一
度
き
り
の

所
得
税
の
定
額
減
税
」よ
り
、国
民
民
主
党
の
提
案
の
方
が
余
程
、効
果

を
ま
み
え
る
は
ず
で
す
。

　
反
対
の
第
二
の
理
由
は
、異
次
元
の
少
子
化
対
策
が
、家
族
政
策
先
進
国

で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
に
な
っ
た
と
、事
実
を
歪
曲
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

　
施
政
方
針
演
説
で
岸
田
総
理
は
、少
子
化
対
策
が
画
期
的
に
前
進
し

た
根
拠
と
し
て
、家
族
関
係
支
出
の
水
準
が
O
E
C
D
ト
ッ
プ
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
並
ぶ
、G
D
P
比
16
%
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、そ
れ
ら
は「
18
歳
以
下
人
口
1
人
当
た
り
の
家
族
関
係
社
会
支

出
」と
い
う
日
本
独
自
の
計
算
式
に
よ
っ
て
昨
年
11
月
に
突
然
、財
政
審

で
登
場
し
た
モ
ノ
サ
シ
で
あ
り
、国
際
比
較
可
能
な
G
D
P
比
で
は
、

2
％
が
2
.4
%
に
な
っ
た
だ
け
で
、ス
ェ
ー
デ
ン
の
3
.4
％
に
は
、未
だ

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
で
な
い
の
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
と
喧

伝
す
る
の
は
、国
民
を
欺
く
ト
リ
ッ
ク
で
す
。

　
政
府
が
本
来
見
る
べ
き
数
字
は
、例
え
ば
、2
0
2
0
年
の
内
閣
府
・

国
際
意
識
調
査
、「
自
国
は
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
国
だ
と
思
う

か
？
」の
問
い
に
、と
て
も
そ
う
思
う
と
答
え
た
の
は
、日
本
4
.4
％
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
80
.4
％
、両
国
に
は
76
％
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。こ
の
隔
た

り
は
何
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
か
を
考
え
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
制
度
に
学
ぶ

の
が
政
治
家
で
あ
る
筈
が
、机
上
の
数
字
の
み
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
に
す
る

た
め
に
、知
恵
を
絞
る
な
ど
言
語
道
断
で
す
。

　
他
に
も
着
目
し
て
頂
き
た
い
数
字
が
あ
り
ま
す
。実
質
賃
金
の
低
下
と

出
生
数
の
低
下
の
相
関
係
数
は「
0
.93
」強
い
相
関
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、婚
姻
数
の
減
少
と
出
生
数
の
低
下
の
相
関
係
数
は「
0
.95
」こ

ち
ら
も
か
な
り
強
い
相
関
で
す
。

　
更
に
は
奨
学
金
利
用
者
の
増
加
と
出
生
数
の
低
下
の
相
関
係
数
は「
マ

イ
ナ
ス
0
.90
」明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
鑑
み
れ
ば
、異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
は
、若
者
世
代
、子

育
て
世
代
の
異
次
元
の
可
処
分
所
得
対
策
で
あ
り
、一
日
も
早
く
教
育
無

償
化
を
実
現
し
、子
ど
も
達
を
奨
学
金
返
済
か
ら
解
放
し
、結
婚
や
出
産

が
リ
ス
ク
だ
と
感
じ
な
い
社
会
を
創
る
の
が「
失
わ
れ
た
30
年
」を「
失
わ

れ
た
40
年
」に
し
な
い
為
に
、今
、私
た
ち
が
決
断
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　
そ
の
意
味
で
、扶
養
控
除
の
維
持
・
拡
充
と
、年
少
扶
養
控
除
の
復
活

に
つ
い
て
は
、検
討
す
る
か
し
な
い
か
で
は
な
く
、も
は
や
其
れ
は
少
子
化

対
策
の
前
提
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
申
し
上
げ
ま
す
。

　
加
え
て
、反
対
の
第
三
の
理
由
は
、能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
支

援
に
必
要
な
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
点
で
す
。

　
高
齢
化
率
48
.9
％
の
奥
能
登
を
、元
日
に
巨
大
地
震
が
襲
い
ま
し

た
。被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
復
旧
、と
り
わ
け
生
活
支
援
と
生
業
の
再
建
を
急
が
な
い
と
、若
い
人

の
流
出
が
止
ま
ら
ず
、街
の
高
齢
化
に
更
に
拍
車
を
か
け
ま
す
。

　
こ
の
間
、政
府
は
令
和
五
年
度
予
算
に
お
け
る
予
備
費
か
ら
お
よ
そ

2
，8
0
0
億
円
を
使
用
し
た
の
み
で
、本
予
算
に
お
い
て
は
、具
体
的
な

事
業
を
提
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
す
ぐ
、被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
上
限
額
と
国
庫
補
助
率
を
引

上
げ
、臨
時
特
例
交
付
金
を
増
額
し
、適
用
地
域
を
拡
大
し
て
下
さ
い
。

復
旧
な
く
ば
、復
興
も
あ
り
ま
せ
ん
。本
予
算
に
は
、被
災
地
に
向
け
ら

れ
た
想
い
も
ス
ピ
ー
ド
も
足
り
な
い
の
で
す
。

　
最
後
に
、反
対
の
第
四
の
理
由
は
、平
時
へ
の
回
帰
を
主
張
し
な
が
ら
、

未
だ
に
積
算
根
拠
が
不
明
瞭
な
予
備
費
や
基
金
を
積
み
増
し
て
い
る
点

で
す
。

　
特
に
予
備
費
に
つ
い
て
は
昨
年
、会
計
検
査
院
が
、積
算
の
杜
撰
さ
や

繰
越
、流
用
、目
内
融
通
な
ど
、著
し
く
規
律
を
欠
い
た
各
府
省
の
執
行

状
況
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。予
備
費
は
国
会
に
よ
る
事
前
議
決
原
則
の

例
外
だ
か
ら
こ
そ
、会
計
法
令
に
則
っ
た
適
正
な
運
営
を
し
て
い
る
事

を
、積
極
的
な
情
報
公
開
に
よ
っ
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ

れ
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
、黙
認
す
る
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
、本
予
算
に
反
対
す
る
主
な
理
由
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　
昨
夜
、岸
田
総
理
に
よ
る
安
倍
派
幹
部
へ
の
事
情
聴
取
の
中
で「
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
の
再
開
判
断
に
森
元
総
理
が
関
与
し
て
い
た
」旨
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。

　
自
民
党
の
組
織
的
な
裏
金
づ
く
り
の
背
景
に
は
、閉
鎖
的
な
風
土
や

長
老
支
配
、時
代
錯
誤
を
時
代
錯
誤
と
、間
違
っ
て
い
る
も
の
を
間
違
っ
て

い
る
と
、断
罪
出
来
な
い
忖
度
や
慣
れ
合
い
の
弊
害
が
あ
り
、そ
れ
ら
が
今

や
、民
主
政
治
の
機
能
不
全
を
引
き
起
こ
す
バ
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
局
、政
治
は
そ
ん
な
も
の
、政
治
家
は
変
わ
ら
な
い
、そ
ん
な
諦
め
感

や
軽
蔑
が
、社
会
の
閉
塞
感
や
生
き
づ
ら
さ
に
も
連
な
っ
て
い
ま
す
。

　
果
て
な
く
広
が
る
格
差
や
孤
独
・
孤
立
の
中
で
、政
治
の
力
が
必
要
な

の
は
、いつ
だ
っ
て
、政
治
家
の
知
り
合
い
な
ど
い
な
い
人
た
ち
で
す
。

　
国
民
民
主
党
は
、寄
せ
ら
れ
た
1
つ
1
つ
の
声
に
社
会
課
題
の
本
質
を

見
出
し
、建
設
的
な
提
案
に
変
え
て
い
く
。そ
ん
な
一
途
な
決
意
を
申
し
上

げ
、私
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

　
ま
さ
に
、こ
こ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
価
格
転

嫁
対
策
を
徹
底
し
、ガ
ソ
リ
ン
代
・
電
気
代
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を

抑
え
、そ
う
し
て
生
ま
れ
た
企
業
の
利
益
を
、労
働
者
の
賃
上
げ
の
原
資

と
す
る
。

　
日
本
社
会
の
構
造
的
、根
本
的
な
課
題
で
あ
る
賃
金
デ
フ
レ
の
脱
却
に

向
け
、千
載
一
遇
の
好
機
が
今
、目
の
前
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
予
算
に
は
、こ
の
危
機
感
が
通
底
せ
ず
、何
と
も
ち

ぐ
は
ぐ
な
施
策
が
並
び
、到
底
賛
成
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。以
下
、

本
予
算
に
反
対
す
る
主
な
理
由
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
反
対
の
第
一
の
理
由
は
、賃
上
げ
の
機
運
を
、中
小
企
業
や
非
正
規
雇

用
労
働
者
、地
方
に
波
及
さ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
点
で
す
。

　
こ
の
10
年
間
、企
業
の
営
業
収
益
は
年
率
1
.6
％
し
か
増
え
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、社
会
保
険
料
負
担
は
年
率
3
％
で
伸
び
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」は
、現
役
世
代
に
重
く
の
し
か
か
る

2
0
2
3
年
日
本
の
1
人
当
た
り
G
D
P
ラ
ン
キ
ン
グ
は
34
位
、

1
9
9
0
年
は
8
位
あ
の
頃
、ど
ん
ど
ん
貧
し
く
な
っ
て
い
く
国
民
の
所

得
を
守
れ
た
の
は
、一
体
誰
だ
っ
た
の
か
？

2
0
2
3
年
の
日
本
の
世
界
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
は
35
位
、1
9
9
0
年

は
1
位
あ
の
瞬
間
、競
争
力
を
失
わ
な
い
為
の
人
的
資
本
投
資
や
デ
ジ
タ

ル
革
命
を
決
断
出
来
た
の
は
、一
体
誰
だ
っ
た
の
か
？

2
0
2
2
年
の
日
本
の
過
疎
化
率
は
51
.5
％
、1
9
9
0
年
は
38
.3

％
あ
の
時
代
、東
京
一
極
集
中
以
外
の
選
択
肢
を
創
れ
た
の
は
、一
体
誰
だ

っ
た
の
か
？

「
失
わ
れ
た
30
年
」を
創
っ
た
の
は
、言
う
ま
で
も
な
く
政
治
で
あ
り
、こ

れ
ら
の
検
証
と
反
省
の
も
と
に
、国
家
の
予
算
は
編
成
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　　
今
般
、春
闘
の
賃
上
げ
率
は
2
年
連
続
で
前
年
を
大
き
く
上
回
り
、

1
9
9
1
年
以
来
、33
年
ぶ
り
に
5
%
台
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
を
代
表
し
、た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た

令
和
6
年
度
予
算
三
案
に
対
し
、反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
私
が
、就
職
活
動
で
1
0
0
社
も
の
会
社
に
落
ち
た
1
9
9
7
年
、北

海
道
拓
殖
銀
行
や
山
一
證
券
が
相
次
い
で
経
営
破
綻
し
ま
し
た
。バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
日
本
経
済
を
襲
っ
た
金
融
不
安
は
、消
費
を
鈍
ら
せ
、融
資
を

衰
え
さ
せ
、企
業
の
設
備
投
資
を
凝
ら
せ
ま
し
た
。　

　
長
引
く
デ
フ
レ
と
実
質
賃
金
の
低
下
、経
済
成
長
力
を
失
っ
た
社
会
の

中
で
、雇
用
は
不
安
定
化
し
、若
者
は
奨
学
金
と
い
う
名
の
借
金
返
済
に

追
わ
れ
、は
び
こ
る
性
別
役
割
分
担
意
識
が
、働
く
女
性
を
せ
め
ぐ
中
、い

つ
し
か
、我
が
国
の
少
子
化
の
底
は
抜
け
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
の
日
本
の
出
生
数
は
75
.8
万
人
、1
9
9
0
年
は

1
2
2
.1
万
人
あ
の
年
、「
1
.5
7
シ
ョ
ッ
ク
」に
対
し
て
正
し
い
危
機

感
を
持
ち
、対
策
を
打
て
た
の
は
、一
体
誰
だ
っ
た
の
か
？

　
事
実
、石
油
元
売
り
3
社
の
連
結
決
算
は
、何
れ
も
純
利
益
を
上
方

修
正
し
て
い
ま
す
。原
油
価
格
の
上
昇
と
、円
安
に
よ
る
備
蓄
原
油
の
在

庫
評
価
益
が
膨
ら
ん
だ
こ
と
に
加
え
、政
府
補
助
金
に
よ
る
需
要
の
下

支
え
、お
よ
び
燃
料
油
販
売
の
利
益
率
が
改
善
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
会
計
検
査
院
は
更
に
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
、お
よ
そ
62
億
円
を
か

け
て
実
施
し
た〝
価
格
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
〞曰
く
週
1
回
、全
国
2
万
か

所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に「
政
府
の
補
助
金
で
ガ
ソ
リ
ン
代
っ
て
下
が
り

ま
し
た
？
」と
聞
き
回
る
事
業
の
必
要
性
に
疑
義
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た「
石
油
元
売
り
会
社
へ
の
補
助
金
は
、本

当
に
そ
の
全
て
が
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
引
き
下
げ
に
使
わ
れ
る
の
か
？
」に

対
し
て
の
結
論
は
、も
う
既
に
出
て
い
ま
す
。

　
さ
り
と
て
、こ
の
期
に
及
ん
で「
や
は
り
補
助
金
の
方
が
使
い
勝
手
が

い
い
、ト
リ
ガ
ー
を
解
除
す
る
と
年
1
.5
兆
円
の
減
収
が
出
る
」と
い
う

声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、補
助
金
は
年
1
.9
兆
円
を
要
し
ま
す
。

　
国
民
か
ら
税
金
を
取
っ
て
、石
油
元
売
り
会
社
に
配
り
、再
び
国
民
に

戻
そ
う
と
す
る
過
程
で
、結
局
、届
か
な
か
っ
た
り
、税
金
の
ム
ダ
遣
い
が

現
に
発
生
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、も
う
取
る
の
を
や
め
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。

　
ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
に
よ
る
減
税
の
方
が
合
理
的
な
上
、

「
1
6
0
円
を
3
カ
月
連
続
上
回
っ
た
時
」と
い
う
、対
策
を
す
る
基
準
、

や
め
る
基
準
お
よ
び
そ
の
手
続
き
が
明
確
で
、い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
が

見
通
せ
な
い
補
助
金
よ
り
も
、出
口
戦
略
と
し
て
筋
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
は
政
治
決
断
で
す
。総
理
の
決
断
を
強
く
求
め
る
と
共
に
、本
予

算
案
に
足
ら
ざ
る
点
に
つ
い
て
も
、以
下
、具
体
的
に
指
摘
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
第
一
に
、消
費
と
投
資
を
下
支
え
し
、持
続
的
賃
上
げ
を
確
実
に
す
る

た
め
の「
生
活
減
税
」が
足
り
な
い
点
で
す
。

　
デ
フ
レ
か
ら
イ
ン
フ
レ
に
経
済
が
移
行
す
る
中
で
必
要
と
な
る
の
は
、

ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
の
み
な
ら
ず
、い
わ
ゆ
る
暫
定
税
率
、二
重
課

税
の
廃
止
と
併
せ
た【
ガ
ソ
リ
ン
減
税
】、基
礎
控
除
・
給
与
所
得
控
除
等

の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
家
計
負
担
を
軽
減
す
る【
所
得
税
減
税
】、

賃
金
上
昇
率
が
物
価
上
昇
率
を
2
％
上
回
る
ま
で
、当
分
の
間
、税
率

を
10
％
か
ら
5
％
に
引
き
下
げ
る【
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
含
む
消
費
税

減
税
】、少
額
減
価
償
却
資
産
特
例
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
、投
資
額
以

上
の
償
却
を
認
め
る【
法
人
税
に
お
け
る
投
資
減
税
】、税
額
控
除
額
の

引
き
上
げ
や
価
格
転
嫁
等
へ
の
取
引
条
件
を
改
善
し
、赤
字
法
人
も
対

象
と
な
る
よ
う
減
税
項
目
を
法
人
事
業
税
、固
定
資
産
税
、消
費
税
に

ま
で
拡
大
し
た【
賃
上
げ
減
税
】で
す
。

　
G
D
P
の
6
割
近
く
を
占
め
る
個
人
消
費
と
、伸
び
悩
む
企
業
の
設

備
投
資
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
出
来
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　
第
二
に
、予
備
費
や
基
金
に
対
す
る
、国
会
の
行
政
監
視
機
能
不
全
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、多
額
の
予
備
費
計
上
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。予
備

費
は
、予
見
し
が
た
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
為
に
認
め
ら
れ
た
、予
算

の
事
前
議
決
原
則
の
例
外
的
制
度
で
あ
り
、今
回
の
よ
う
に
、な
し
崩
し

的
に
使
途
を〝
コ
ロ
ナ
〞か
ら〝
賃
上
げ
〞に
変
更
し
、拡
大
す
る
政
府
の
手

法
は
、財
政
民
主
主
義
を
有
名
無
実
化
す
る
も
の
で
す
。

　
基
金
へ
の
予
算
措
置
と
残
高
も
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
膨
張
し
続

け
て
い
ま
す
。

　
年
1
兆
円
前
後
で
推
移
し
て
い
た
予
算
額
は
2
0
2
0
年
度
に

11
.5
兆
円
に
増
え
、2
兆
円
台
だ
っ
た
基
金
残
高
も
22
年
度
末
に
は

16
.6
兆
円
と
、増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　
成
果
の
数
値
目
標
を
持
た
な
い
基
金
は
お
よ
そ
20
％
、活
動
実
態
が

な
く
、支
出
が
人
件
費
や
管
理
費
の
み
で
あ
る
所
謂「
休
眠
基
金
」も
全

体
の
15
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
異
常
と
も
い
え
る
事
態
に
対
し
、河
野
行
政
改
革
担
当
大
臣
は
、

各
府
省
の
全
基
金
を
見
直
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、結
局
、今

般
、十
分
な
見
直
し
も
行
わ
れ
な
い
ま
ま
4
.3
兆
円
を
計
上
し
、新
た

な
基
金
の
造
成
や
積
み
増
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
財
政
法
第
29
条
に
お
け
る
緊
要
性
を
鑑
み
れ
ば
尚
更
、こ
れ
ら
の
基

金
に
対
す
る
取
扱
い
は
不
適
切
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、総
理
の
少
子
化
対
策
に
対
す
る
基
本
認
識
に
一
言
申
し
上

げ
ま
す
。

　
予
算
委
員
会
の
審
議
の
中
で
、総
理
が「
子
育
て
世
帯
の
受
益
部
分

を
拡
大
す
る
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
規
模
に
ま
で
引
き
上
げ
る
」と
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
の
を
聞
い
て
、今
更
な
が
ら
、な
ぜ
、総
理
が
、子
育
て
世
帯
が
心
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藤
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本
会
議
登
壇

令
和
5
年
11
月
29
日

令
和
5
年
度
補
正
予
算
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

底
望
ん
で
い
る「
年
少
扶
養
控
除
の
復
活
」に
つ
い
て
、検
討
も
し
て
下
さ

ら
な
い
の
か
が
、よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
家
族
関
係
社
会
支
出
に
は「
控
除
」は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
か
ら
で
す

ね
？

　
総
理
は
、先
の
通
常
国
会
で
、O
E
C
D
定
義
に
よ
る
家
族
関
係
社

会
支
出
を
、2
0
2
0
年
度
の
G
D
P
比
2
％
か
ら
倍
に
す
る
、先
進

国
最
下
位
レ
ベ
ル
か
ら
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
3
.4
％
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し

て
、先
進
国
最
高
位
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
と
言
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
16
歳
か
ら
18
歳
の
扶
養
控
除
を
削
り
、社
会
保
険
料
を
引
き
上
げ
て

支
援
金
制
度
を
つ
く
り
、そ
れ
ら
を
児
童
手
当
と
し
て
現
金
給
付
す
れ

ば
、家
族
関
係
社
会
支
出
の
机
上
の
数
字
は
跳
ね
上
が
り
ま
す
。日
本
の

順
位
も
確
実
に
上
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
総
理
、今
、見
る
べ
き
は
机
上
の
数
字
で
も
順
位
で
も
な
く
可

処
分
所
得
で
す
。兎
に
も
角
に
も
、子
育
て
世
帯
の
、こ
れ
か
ら
子
育
て
を

す
る
次
世
代
の
、可
処
分
所
得
を
ど
う
増
や
す
か
を
考
え
て
頂
き
た
い
の

で
す
。

　
政
府
は
現
在
、高
校
生
が
い
る
世
帯
に
児
童
手
当
を
年
一
律
12
万
給

付
す
る
代
わ
り
に
、所
得
税
で
38
万
円
、住
民
税
で
33
万
円
と
し
て
い
る

扶
養
控
除
の
水
準
を
一
律
で
引
き
下
げ
、縮
小
す
る
案
を
検
討
し
て
い
る

と
い
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
に
必
要
な
の
は
、給
料
を
上
げ
、税
負
担
を
下
げ
、社
会

保
険
料
負
担
を
下
げ
、給
付
・
控
除
・
無
償
化
な
ど
の
公
的
支
援
を
拡
充

す
る
こ
と
で
す
。

　
扶
養
控
除
の
縮
小
は
撤
回
の
上
、年
少
扶
養
控
除
を
復
活
し
て
く
だ

さ
い
。各
種
子
育
て
支
援
制
度
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、教
育
の
完
全
無

償
化
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
、そ
う
し
て
漸
く
、我
が
国
は
少
子
化
対
策

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
以
上
、本
補
正
予
算
案
の
課
題
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
、野
党
民
社
党
は
異
例
の
予
算
案
賛
成
に
ま
わ
り
ま
し

た
。同
党
は
、長
期
化
・
深
刻
化
す
る
経
済
不
況
対
策
と
し
て「
1
兆
円

減
税
」を
提
起
し
続
け
、や
が
て
そ
れ
は
1
政
党
の
訴
え
の
枠
を
超
え
、

野
党
共
通
の
要
求
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
要
求
に
対
し
、政
府
が
一
定
の
譲
歩
を
示
し
た
の
だ
か
ら
、予
算

案
に
賛
成
す
る
の
は
、当
初
よ
り
提
起
し
続
け
て
き
た
党
と
し
て
の
、責

任
の
表
明
な
の
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
参
議
院
で
賛
成
討
論
に
立
っ
た
三
治
重
信
議
員
が
残
し
た
議
事
録
に

は
、こ
う
あ
り
ま
す
。

　「
お
よ
そ
議
会
制
民
主
政
治
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
つ
な

ら
ば
、時
に
は
多
少
の
不
満
を
残
し
つ
つ
も
、可
能
な
限
り
国
民
の
要
求

を
現
実
的
に
満
た
す
た
め
の
不
断
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。国
の
経
済
政
策
の
目
標
は
、雇
用
の
安
定
す
な
わ
ち
完
全

雇
用
の
維
持
と
物
価
の
安
定
に
あ
る
」

　
国
民
民
主
党
は
、衆
参
た
っ
た
21
人
の
政
党
で
す
。我
々
が
予
算
案
に

賛
成
し
た
と
て
、大
勢
に
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
に
拘
り
、食
ら
い
つ
き
、我
々
の

行
動
を
批
判
す
る
、そ
の
人
の
暮
ら
し
に
も
必
ず
利
と
な
ら
ん
政
策
を

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
総
理
の
御
決
断
を
重
ね
て
強
く
要
望
す
る
と
共
に
、財
務
省
な
ど
は

決
し
て
諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
し
な
い
、こ
の
ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
。

苦
渋
の
決
断
を
最
後
に
支
え
る
の
は
、与
野
党
を
超
え
た
議
員
た
ち
が

地
元
で
拾
い
集
め
て
き
た
声
で
あ
り
、そ
の
発
露
と
し
て
の
賛
意
で
す
。

　
30
年
ぶ
り
の
持
続
的
賃
上
げ
を
何
と
し
て
も
実
現
す
る
。そ
の
為
に

今
、最
も
効
果
的
だ
と
思
わ
れ
る
、ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
に
対
す
る

理
解
を
議
場
に
切
に
呼
び
か
け
て
、私
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
会
派
を
代
表
し
、

令
和
5
年
度
補
正
予
算
案
に
、賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
野
党
の
役
割
は
、厳
し
い
行
政
監
視
に
よ
っ
て
政
府
の
問
題
点
を
指
摘

し
、翻
意
や
修
正
を
迫
る
と
共
に
、与
党
よ
り
も
優
れ
た
政
策
を
提
示

し
、実
現
し
続
け
る
こ
と
で
、次
は
こ
の
人
た
ち
に
や
ら
せ
て
み
る
か
と
、

政
権
の
選
択
肢
た
り
得
た
る
存
在
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
、国
民
民
主
党
が
賛
成
す
る
の
は
、ひ
と
え
に
ト
リ
ガ
ー
条
項
凍

結
解
除
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
引
き
下
げ
る
為
で
あ
り
、交
渉
の
テ
ー

ブ
ル
に
つ
く
こ
と
を
私
た
ち
は
選
び
ま
す
。

　
そ
れ
が
物
価
高
に
苦
し
む
家
計
を
支
え
る
と
共
に
、企
業
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
を
抑
え
、そ
う
し
て
生
ま
れ
た
利
益
こ
そ
が
、持
続
的
賃
上

げ
の
原
資
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
会
計
検
査
院
は
今
月
7
日
に
公
表
し
た「
令
和
4
年
度
決
算
結
果
報

告
」の
中
で
、2
0
2
2
年
1
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
、石
油
元
売
り
会
社

等
へ
の
補
助
金
1
兆
2
7
7
3
億
円
の
内
、お
よ
そ
1
0
1
億
円
が
消

費
者
に
は
届
か
ず
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
利
益
に
回
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。
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ス
テ
ル
ス
増
税
で
あ
る
こ
と
や
、保
険
料
の
目
的
外
使
用
が
問
題
で
あ
る

こ
と
の
み
な
ら
ず
、企
業
に
と
っ
て
も
社
会
保
険
料
の
更
な
る
負
担
増
と

な
り
、賃
上
げ
抑
制
要
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。言
わ
ず
も
が
な
、社
会
保

険
料
は
総
人
件
費
で
あ
る
こ
と
か
ら
、雇
用
抑
制
と
非
正
規
化
を
進
め

る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て
も
、会
計
検
査
院
が
、あ

れ
ほ
ど
補
助
金
が
消
費
者
で
は
な
く
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
利
益
に
回
っ

て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、燃
料
油
価
格
激
変
緩

和
対
策
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
、到
底
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　
2
0
2
2
年
1
月
か
ら
補
助
金
が
始
ま
り
、既
に
2
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
。総
理
は
近
く
7
度
目
の
延
長
を
表
明
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

延
長
幅
は
6
月
末
で
調
整
に
入
っ
た
と
の
こ
と
。

　
先
ず
、5
月
以
降
も
補
助
金
を
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、予
算
案
を

組
み
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。予
備
費
の
中
で
、中
途
半
端
な
延
長
を

す
る
な
ど
、お
た
め
ご
か
し
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
企
業
の
経
営
者
が
、た
っ
た
2
カ
月
の
補
助
金
延
長
を
拠
り
所
と

し
て
、安
心
し
て
従
業
員
の
給
料
を
上
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？ 

リ
ッ
タ
ー
1
7
5
円
前
後
で
高
止
ま
り
す
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
、今
日
も

頭
を
抱
え
る
生
活
者
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
？

　
ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
と
共
に
、暫
定
税
率
、二
重
課
税
を
見
直
す

事
で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
引
き
下
げ
、再
エ
ネ
賦
課
金
の
一
時
徴
収
停
止
に

よ
っ
て
電
気
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
。更
に
は
、安
定
的
に
賃
金
上
昇
率

が
物
価
上
昇
率
プ
ラ
ス
2
％
に
な
る
ま
で
の
間
、消
費
税
率
を
10
％
か
ら

５
％
に
引
き
下
げ
、伴
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
す
る
。

　
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
の
為
に
は
、総
理
が
拘
泥
す
る「
一
度
き
り
の

所
得
税
の
定
額
減
税
」よ
り
、国
民
民
主
党
の
提
案
の
方
が
余
程
、効
果

を
ま
み
え
る
は
ず
で
す
。

　
反
対
の
第
二
の
理
由
は
、異
次
元
の
少
子
化
対
策
が
、家
族
政
策
先
進
国

で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
に
な
っ
た
と
、事
実
を
歪
曲
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

　
施
政
方
針
演
説
で
岸
田
総
理
は
、少
子
化
対
策
が
画
期
的
に
前
進
し

た
根
拠
と
し
て
、家
族
関
係
支
出
の
水
準
が
O
E
C
D
ト
ッ
プ
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
並
ぶ
、G
D
P
比
16
%
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、そ
れ
ら
は「
18
歳
以
下
人
口
1
人
当
た
り
の
家
族
関
係
社
会
支

出
」と
い
う
日
本
独
自
の
計
算
式
に
よ
っ
て
昨
年
11
月
に
突
然
、財
政
審

で
登
場
し
た
モ
ノ
サ
シ
で
あ
り
、国
際
比
較
可
能
な
G
D
P
比
で
は
、

2
％
が
2
.4
%
に
な
っ
た
だ
け
で
、ス
ェ
ー
デ
ン
の
3
.4
％
に
は
、未
だ

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
で
な
い
の
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
と
喧

伝
す
る
の
は
、国
民
を
欺
く
ト
リ
ッ
ク
で
す
。

　
政
府
が
本
来
見
る
べ
き
数
字
は
、例
え
ば
、2
0
2
0
年
の
内
閣
府
・

国
際
意
識
調
査
、「
自
国
は
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
国
だ
と
思
う

か
？
」の
問
い
に
、と
て
も
そ
う
思
う
と
答
え
た
の
は
、日
本
4
.4
％
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
80
.4
％
、両
国
に
は
76
％
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。こ
の
隔
た

り
は
何
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
か
を
考
え
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
制
度
に
学
ぶ

の
が
政
治
家
で
あ
る
筈
が
、机
上
の
数
字
の
み
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
に
す
る

た
め
に
、知
恵
を
絞
る
な
ど
言
語
道
断
で
す
。

　
他
に
も
着
目
し
て
頂
き
た
い
数
字
が
あ
り
ま
す
。実
質
賃
金
の
低
下
と

出
生
数
の
低
下
の
相
関
係
数
は「
0
.93
」強
い
相
関
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、婚
姻
数
の
減
少
と
出
生
数
の
低
下
の
相
関
係
数
は「
0
.95
」こ

ち
ら
も
か
な
り
強
い
相
関
で
す
。

　
更
に
は
奨
学
金
利
用
者
の
増
加
と
出
生
数
の
低
下
の
相
関
係
数
は「
マ

イ
ナ
ス
0
.90
」明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
鑑
み
れ
ば
、異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
は
、若
者
世
代
、子

育
て
世
代
の
異
次
元
の
可
処
分
所
得
対
策
で
あ
り
、一
日
も
早
く
教
育
無

償
化
を
実
現
し
、子
ど
も
達
を
奨
学
金
返
済
か
ら
解
放
し
、結
婚
や
出
産

が
リ
ス
ク
だ
と
感
じ
な
い
社
会
を
創
る
の
が「
失
わ
れ
た
30
年
」を「
失
わ

れ
た
40
年
」に
し
な
い
為
に
、今
、私
た
ち
が
決
断
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　
そ
の
意
味
で
、扶
養
控
除
の
維
持
・
拡
充
と
、年
少
扶
養
控
除
の
復
活

に
つ
い
て
は
、検
討
す
る
か
し
な
い
か
で
は
な
く
、も
は
や
其
れ
は
少
子
化

対
策
の
前
提
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
申
し
上
げ
ま
す
。

　
加
え
て
、反
対
の
第
三
の
理
由
は
、能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
支

援
に
必
要
な
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
点
で
す
。

　
高
齢
化
率
48
.9
％
の
奥
能
登
を
、元
日
に
巨
大
地
震
が
襲
い
ま
し

た
。被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
復
旧
、と
り
わ
け
生
活
支
援
と
生
業
の
再
建
を
急
が
な
い
と
、若
い
人

の
流
出
が
止
ま
ら
ず
、街
の
高
齢
化
に
更
に
拍
車
を
か
け
ま
す
。

　
こ
の
間
、政
府
は
令
和
五
年
度
予
算
に
お
け
る
予
備
費
か
ら
お
よ
そ

2
，8
0
0
億
円
を
使
用
し
た
の
み
で
、本
予
算
に
お
い
て
は
、具
体
的
な

事
業
を
提
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
す
ぐ
、被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
上
限
額
と
国
庫
補
助
率
を
引

上
げ
、臨
時
特
例
交
付
金
を
増
額
し
、適
用
地
域
を
拡
大
し
て
下
さ
い
。

復
旧
な
く
ば
、復
興
も
あ
り
ま
せ
ん
。本
予
算
に
は
、被
災
地
に
向
け
ら

れ
た
想
い
も
ス
ピ
ー
ド
も
足
り
な
い
の
で
す
。

　
最
後
に
、反
対
の
第
四
の
理
由
は
、平
時
へ
の
回
帰
を
主
張
し
な
が
ら
、

未
だ
に
積
算
根
拠
が
不
明
瞭
な
予
備
費
や
基
金
を
積
み
増
し
て
い
る
点

で
す
。

　
特
に
予
備
費
に
つ
い
て
は
昨
年
、会
計
検
査
院
が
、積
算
の
杜
撰
さ
や

繰
越
、流
用
、目
内
融
通
な
ど
、著
し
く
規
律
を
欠
い
た
各
府
省
の
執
行

状
況
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。予
備
費
は
国
会
に
よ
る
事
前
議
決
原
則
の

例
外
だ
か
ら
こ
そ
、会
計
法
令
に
則
っ
た
適
正
な
運
営
を
し
て
い
る
事

を
、積
極
的
な
情
報
公
開
に
よ
っ
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ

れ
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
、黙
認
す
る
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
、本
予
算
に
反
対
す
る
主
な
理
由
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

全文掲載

本
会
議
登
壇

令
和
6
年
5
月
15
日

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
改
正
案
に
対
す
る
質
疑

　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
会
派
を
代
表
し
、

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
い
て
、河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣

に
質
問
致
し
ま
す
。

　
こ
の
身
を
引
き
裂
い
て
我
が
子
を
産
ん
だ
の
ち
、待
っ
て
い
る
の
は
全

身
疲
労
と
、ホ
ル
モ
ン
の
乱
高
下
、乳
房
の
痛
み
、そ
し
て
膨
大
な
数
の
書

類
手
続
き
で
す
。

　
出
生
後
14
日
以
内
に
は
、戸
籍
法
第
49
条
に
基
づ
い
て
、出
生
届
を
市

区
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。同
じ
く
14
日
以
内
の
国

民
健
康
保
険
加
入
届
提
出
が
、国
民
健
康
保
険
法
第
9
条
1
項
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
さ
ま
、自
治
体
条
例
に

基
づ
い
て
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
申
請
を
し
、母
子
保
健
法
に
則
っ
て
乳

幼
児
健
診
の
手
続
を
行
い
、健
康
保
険
法
に
定
め
ら
れ
た
出
産
育
児
一
時

金
の
申
請
を
病
院
ま
た
は
健
康
保
険
組
合
の
窓
口
で
す
る
と
共
に
、児

童
手
当
の
申
請
を
直
ぐ
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。児
童
手
当
法
お
よ

び
施
行
規
則
に
よ
っ
て
、受
給
資
格
と
手
当
額
の
認
定
請
求
は
、15
日
以

内
に
し
な
け
れ
ば
、受
け
と
れ
る
筈
の
手
当
て
が
受
け
取
れ
ず
、期
間
を

遡
っ
て
支
給
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い
る
為
で
す
。

　
基
、デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
は
、遡
る
必
要
は
な
く
、出
生
届
が
出
さ

れ
た
と
同
時
に
児
童
手
当
の
申
請
は
さ
れ
た
と
み
な
し
、追
加
的
に
必

要
な
情
報
は
、利
用
者
に
プ
ッ
シ
ュ
型
で
求
め
れ
ば
事
は
足
り
ま
す
。

　
大
臣
に
伺
い
ま
す
。申
請
窓
口
も
期
限
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、手
続
き
毎
に

必
要
な
書
類
が
異
な
る
た
め
、利
用
者
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま

す
。政
府
が
主
導
す
る
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
に
は
、行
政
手
続

き
を
デ
ジ
タ
ル
の
み
で
完
結
さ
せ
る〝
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
〞、申
請
者
が

情
報
の
提
出
を
一
度
で
済
ま
せ
ら
れ
る〝
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
〞、複
数
の
行
政

機
関
に
ま
た
が
る
手
続
き
を
一
度
の
申
請
で
完
了
す
る〝
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
〞が
、徹
底
す
べ
き
三
原
則
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。現
実

世
界
と
の
、こ
の
著
し
い
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
産
後
の
手
続
き
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。傷
病
手
当
金
、出
産
手
当

金
、育
児
休
業
給
付
金
に
医
療
費
控
除
申
請
、帝
王
切
開
の
場
合
は
高

額
療
養
費
や
医
療
保
険
の
申
請
も
必
要
で
、そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
2
カ
月
が
過
ぎ
、赤
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種
デ
ビ
ュ
ー
の

日
が
や
っ
て
き
ま
す
。ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
肝
心
の
0
歳
児
ワ
ク
チ
ン
の

同
時
接
種
や
間
隔
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
想
像
を
絶
す
る
煩
雑
さ
で
、何
度

も
同
じ
こ
と
を
記
入
す
る
予
診
票
の
枚
数
は
、半
年
間
で
15
枚
を
ゆ
う

に
超
え
ま
す
。

　
大
臣
に
伺
い
ま
す
。令
和
5
年
6
月
9
日
閣
議
決
定
の
、デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
の
う
ち
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
施
す
る
行

政
手
続
き
一
覧
表
の「
地
方
公
共
団
体
が
優
先
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推

進
す
べ
き
手
続
」に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
15
項
目
の
中
に
、厚
労
省
所
管
の

予
防
接
種
予
診
票
、国
民
健
康
保
険
加
入
届
、出
産
育
児
一
時
金
申
請
、

法
務
省
所
管
の
出
生
届
、内
閣
府
所
管
の
、乳
幼
児
健
診
手
続
き
お
よ

び
自
治
体
条
例
に
基
づ
く
乳
幼
児
医
療
費
助
成
申
請
が
入
っ
て
い
な
い

理
由
と
、今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
見
通
し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
、デ
ジ
タ
ル
庁
の「
自
治
体
で
の
子
育
て
・
介
護
関
係
の
26
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
取
組
状
況
に
関
す
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」を
確
認
す
る

と
、令
和
5
年
3
月
31
日
時
点
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
完
了
し
た
自
治
体

は
1
，1
3
3
、全
体
の
お
よ
そ
65
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。政
府
と
し
て
、取

組
が
遅
れ
て
い
る
35
％
の
自
治
体
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
一
体
何
で
、今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
？
特
に
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
と
、

地
域
の
独
自
性
・
柔
軟
性
の
両
立
を
如
何
に
し
て
実
現
す
る
の
か
？
ご

所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
利
用
者
に
と
っ
て
は
、申
請
窓
口
が
何
処
で
あ
ろ
う
と
、所
管
省
庁
や

根
拠
法
が
何
で
あ
ろ
う
と
、1
つ
の
窓
口
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、行
政
全

体
の
支
援
を
、取
り
こ
ぼ
し
な
く
得
ら
れ
れ
ば
良
い
の
で
す
。国
・
都
道
府

県
・
市
区
町
村
と
い
う
三
層
構
造
の
行
政
は
、ア
ナ
ロ
グ
環
境
の
中
で
の

最
適
で
あ
っ
て
、デ
ジ
タ
ル
時
代
の
適
当
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
大
臣
に
、ワ
ン・
ツ
ー
・ワ
ン（
1
対
1
対
応
）、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ（
窓
口
一
元

化
）、お
よ
び
ワ
ン
モ
ア
プ
ッ
シ
ュ（
も
う
一
押
し
の
能
動
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
）と
い
う〝
３
つ
の
ワ
ン
〞の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

具
体
的
な
工
程
や
優
先
順
位
、時
間
軸
を
含
め
た
御
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、ベー
ス・レ
ジ
ス
ト
リ（
公
的
基
礎
情
報
デ
ー
タ
ベー
ス
）に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。行
政
に
よ
っ
て
確
認
・
登
録
さ
れ
た
、信
頼
性
・
正
確
性
・
最
新

性
が
担
保
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
整
備
は
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
絶
対
条
件
で

す
。た
だ
、そ
の
デ
ー
タ
は
本
当
に
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
な
の
か
？
更
に

は
、ア
ク
セ
ス
出
来
る
人
の
信
頼
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
？
2
つ
の

観
点
で
、大
臣
に
質
問
致
し
ま
す
。

　
先
ず
、デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
信
頼
性
に
つ
い
て
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
不
正
取
得
や
偽
造
が
横
行
し
て
い
る
中
で
、ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
の

持
ち
主
が
主
張
す
る
本
人
性
を
確
認
出
来
る
の
か
？
大
臣
の
認
識
を
伺

い
ま
す
。ま
た
、デ
ー
タ
や
履
歴
が
改
ざ
ん
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
、

電
子
署
名
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で
担
保
す
る
こ
と
が
必
須
だ
と
思

い
ま
す
が
、我
が
国
に
は
、米
国
の
N
I
S
T（
ア
メ
リ
カ
国
立
標
準
技
術

研
究
所 N

ational Institute of Standards and Technology

）の

よ
う
な
政
府
機
関
が
な
い
中
、如
何
な
る
体
制
で
デ
ー
タ
を
運
用
・
管
理

し
て
い
く
の
か
？
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
人
の
信
頼
性
、と
り
わ
け
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
が
脆
弱
だ
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
す
。自
治
体
職
員
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
不
正
受
給
も
現
に

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、大
臣
の
、開
発
者
お
よ
び
運
用
者
へ
の
対
応
の

御
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
ベ
ー
ス
・レ
ジ
ス
ト
リ
先
進
国
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
試
算
に
よ
れ
ば
、整
備

に
お
よ
そ
1
2
0
億
円
投
資
し
た
と
こ
ろ
、人
件
費
や
デ
ー
タ
管
理
費
の

圧
縮
な
ど
、15
年
間
で
お
よ
そ
1
，5
0
0
億
円
の
効
果
が
得
ら
れ
、

12
.5
倍
の
投
資
対
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。大
臣
に
、我

が
国
の
ベー
ス・レ
ジ
ス
ト
リ
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
、デ
ー
タ
の
流

通
・
利
活
用
イ
メ
ー
ジ
、投
資
対
効
果
の
見
立
て
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
今
回
の
法
改
正
で
は
、法
人
の
決
算
情
報
を
整
備
す
る
と
承
知
し
て

い
ま
す
。E
B
P
M
を
標
榜
し
な
が
ら
、全
く
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
か
な
い

意
思
決
定
が
横
行
す
る
永
田
町
の
現
状
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
昨
年
12
月
、業
界
団
体
が
所
管
省
庁
を
通
じ
て
提
出
し
た
税

制
改
正
要
望
の
内
、財
務
省
や
総
務
省
に
よ
る
事
前
審
査
で「
バ
ツ
」と

判
定
さ
れ
た
8
項
目
の
う
ち
、自
民
党
税
調
幹
部
の
一
声
で「
マ
ル
」に

覆
っ
た
も
の
が
7
項
目
あ
り
ま
し
た
。毎
年
、師
走
の
税
調
会
合
直
前
の

自
民
党
本
部
に
は
、業
界
団
体
の
関
係
者
が
ひ
し
め
き
合
い
、プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
議
員
に
自
団
体
へ
の
税
制
優
遇
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
恒
例

だ
と
い
い
ま
す
。

　
利
益
誘
導
の
政
治
、口
利
き
の
政
治
、そ
れ
ら
に
連
な
る
裏
金
の
政
治

を
是
正
す
る
力
が
、デ
ー
タ
に
は
あ
り
ま
す
。業
界
団
体
へ
の
影
響
力
を

保
つ
た
め
、高
額
の
寄
付
金
を
集
め
る
た
め
、そ
ん
な
瑣
末
な
欲
望
で
政

策
に
ゆ
が
み
を
来
す
な
ど
、も
は
や
許
さ
れ
な
い
我
が
国
の
深
刻
な
凋

落
を
、政
治
家
は
直
視
す
べ
き
で
す
。

　
今
後
は
、租
特
や
税
制
優
遇
を
受
け
た
企
業
が
、実
際
に
業
績
を
伸

ば
し
た
の
か
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
投
資
を
し
た
の
か
、労
働
者
に
還
元
し
た

の
か
な
ど
、エ
ビ
デ
ン
ス
の
実
態
た
る
デ
ー
タ
を
開
示
し
、そ
れ
ら
を
用
い

て
合
理
的
に
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
デ
ー
タ
戦
略
と
ベー
ス・レ
ジ
ス
ト
リ
の
本
旨
は
、単
な
る
デ
ー
タ
整
備

で
は
な
く
、デ
ー
タ
を
基
に
、エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
科
学
的
に
業
務
を
捉

え
、意
思
決
定
す
る
こ
と
を
当
た
り
前
に
す
る
、と
ど
の
つ
ま
り
、慣
行
の

是
正
だ
と
考
え
ま
す
が
、大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。昨
年
8
，3
9
5
件
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
、ひ
も
付
け
誤
り
が
発
覚
し
ま
し
た
。デ
ジ
タ
ル
庁
は
、公
金

受
取
口
座
の
誤
登
録
に
つ
い
て
、個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
立
入
検
査

を
受
け
、行
政
指
導
に
至
り
ま
し
が
、４
月
25
日
に
は
、厚
生
労
働
省
で

も
、健
康
保
険
証
の
、ひ
も
付
け
誤
り
が
5
4
5
件
あ
っ
た
こ
と
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
国
民
の
信
頼
は
失
墜
し
、連
日
報
道
さ
れ
る
、

偽
造
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
口

座
開
設
や
、携
帯
機
種
変
更
、S
I
M
カ
ー
ド
購
入
な
ど
、不
安
は
広
が

る
ば
か
り
で
す
。大
臣
に
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

　
河
野
大
臣
は
今
、見
え
な
い
も
の
を
見
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
負
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
は
っ
き
り
と
見
え
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

姿
を
語
り
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、デ
メ
リ
ッ
ト
を
同
時
に
提
示

し
、救
済
措
置
も
備
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
初
め
て
、数
多
の
懸
念
と

反
対
の
声
の
対
案
と
な
り
得
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
は
必
ず
不
具
合
や
誤
り
が
起
こ
り
ま
す
。間
違
え
な
い
こ

と
を
正
義
と
し
た
り
、バ
グ
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
る
の
で
は
な
く
、バ

グ
が
あ
っ
た
時
の
例
外
処
理
規
定
を
明
確
に
し
て
お
く
、そ
れ
が
大
臣
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
核
と
な
る
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、不
具
合
に
つ
い
て
の
説
明
を
怠
ら
ず
、近
視
眼
的
な
誘
導
施
策
や
小

手
先
の
名
称
変
更
に
固
執
せ
ず
、利
便
性
が
向
上
し
た
事
例
の
積
み
上

げ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
な
ど
に
邁
進
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
。高
齢
化
が
更
に
進
ん
だ
2
0
4
0
年
、現
役
世
代
は
現
在

の
8
掛
け
と
な
り
、2
0
5
0
年
に
至
っ
て
は
、全
国
の
自
治
体
の
お
よ

そ
4
割
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。人
口
減
少
を
前
提
と

し
て
未
来
の
姿
を
想
定
し
、そ
こ
か
ら
今
の
在
り
方
を
定
め
る「
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」の
考
え
方
に
立
て
ば
、デ
ジ
タ
ル
化
や
広
域
連
携
は
、

自
治
体
行
政
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
肝
中
の
肝
で
す
。

　
一
度
失
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
信
頼
を
再
構
築
す
る
た
め
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
大
臣
に
、礼
を
尽
く
し
、言
葉
を
尽
く
し
、説
明
や
責
任
か
ら
逃

れ
ず
に
汗
を
か
い
て
頂
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ど
う
か
異
な
る
意
見
を
疎

ま
ず
に
、そ
の
言
の
葉
の
中
に
こ
そ
課
題
の
本
質
を
見
出
し
て
頂
く
こ
と

を
殊
更
強
く
求
め
、私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

　
昨
夜
、岸
田
総
理
に
よ
る
安
倍
派
幹
部
へ
の
事
情
聴
取
の
中
で「
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
の
再
開
判
断
に
森
元
総
理
が
関
与
し
て
い
た
」旨
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。

　
自
民
党
の
組
織
的
な
裏
金
づ
く
り
の
背
景
に
は
、閉
鎖
的
な
風
土
や

長
老
支
配
、時
代
錯
誤
を
時
代
錯
誤
と
、間
違
っ
て
い
る
も
の
を
間
違
っ
て

い
る
と
、断
罪
出
来
な
い
忖
度
や
慣
れ
合
い
の
弊
害
が
あ
り
、そ
れ
ら
が
今

や
、民
主
政
治
の
機
能
不
全
を
引
き
起
こ
す
バ
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
局
、政
治
は
そ
ん
な
も
の
、政
治
家
は
変
わ
ら
な
い
、そ
ん
な
諦
め
感

や
軽
蔑
が
、社
会
の
閉
塞
感
や
生
き
づ
ら
さ
に
も
連
な
っ
て
い
ま
す
。

　
果
て
な
く
広
が
る
格
差
や
孤
独
・
孤
立
の
中
で
、政
治
の
力
が
必
要
な

の
は
、いつ
だ
っ
て
、政
治
家
の
知
り
合
い
な
ど
い
な
い
人
た
ち
で
す
。

　
国
民
民
主
党
は
、寄
せ
ら
れ
た
1
つ
1
つ
の
声
に
社
会
課
題
の
本
質
を

見
出
し
、建
設
的
な
提
案
に
変
え
て
い
く
。そ
ん
な
一
途
な
決
意
を
申
し
上

げ
、私
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

　
ま
さ
に
、こ
こ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
価
格
転

嫁
対
策
を
徹
底
し
、ガ
ソ
リ
ン
代
・
電
気
代
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を

抑
え
、そ
う
し
て
生
ま
れ
た
企
業
の
利
益
を
、労
働
者
の
賃
上
げ
の
原
資

と
す
る
。

　
日
本
社
会
の
構
造
的
、根
本
的
な
課
題
で
あ
る
賃
金
デ
フ
レ
の
脱
却
に

向
け
、千
載
一
遇
の
好
機
が
今
、目
の
前
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
予
算
に
は
、こ
の
危
機
感
が
通
底
せ
ず
、何
と
も
ち

ぐ
は
ぐ
な
施
策
が
並
び
、到
底
賛
成
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。以
下
、

本
予
算
に
反
対
す
る
主
な
理
由
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
反
対
の
第
一
の
理
由
は
、賃
上
げ
の
機
運
を
、中
小
企
業
や
非
正
規
雇

用
労
働
者
、地
方
に
波
及
さ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
点
で
す
。

　
こ
の
10
年
間
、企
業
の
営
業
収
益
は
年
率
1
.6
％
し
か
増
え
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、社
会
保
険
料
負
担
は
年
率
3
％
で
伸
び
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」は
、現
役
世
代
に
重
く
の
し
か
か
る

2
0
2
3
年
日
本
の
1
人
当
た
り
G
D
P
ラ
ン
キ
ン
グ
は
34
位
、

1
9
9
0
年
は
8
位
あ
の
頃
、ど
ん
ど
ん
貧
し
く
な
っ
て
い
く
国
民
の
所

得
を
守
れ
た
の
は
、一
体
誰
だ
っ
た
の
か
？

2
0
2
3
年
の
日
本
の
世
界
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
は
35
位
、1
9
9
0
年

は
1
位
あ
の
瞬
間
、競
争
力
を
失
わ
な
い
為
の
人
的
資
本
投
資
や
デ
ジ
タ

ル
革
命
を
決
断
出
来
た
の
は
、一
体
誰
だ
っ
た
の
か
？

2
0
2
2
年
の
日
本
の
過
疎
化
率
は
51
.5
％
、1
9
9
0
年
は
38
.3

％
あ
の
時
代
、東
京
一
極
集
中
以
外
の
選
択
肢
を
創
れ
た
の
は
、一
体
誰
だ

っ
た
の
か
？

「
失
わ
れ
た
30
年
」を
創
っ
た
の
は
、言
う
ま
で
も
な
く
政
治
で
あ
り
、こ

れ
ら
の
検
証
と
反
省
の
も
と
に
、国
家
の
予
算
は
編
成
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　　
今
般
、春
闘
の
賃
上
げ
率
は
2
年
連
続
で
前
年
を
大
き
く
上
回
り
、

1
9
9
1
年
以
来
、33
年
ぶ
り
に
5
%
台
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
を
代
表
し
、た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た

令
和
6
年
度
予
算
三
案
に
対
し
、反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
私
が
、就
職
活
動
で
1
0
0
社
も
の
会
社
に
落
ち
た
1
9
9
7
年
、北

海
道
拓
殖
銀
行
や
山
一
證
券
が
相
次
い
で
経
営
破
綻
し
ま
し
た
。バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
日
本
経
済
を
襲
っ
た
金
融
不
安
は
、消
費
を
鈍
ら
せ
、融
資
を

衰
え
さ
せ
、企
業
の
設
備
投
資
を
凝
ら
せ
ま
し
た
。　

　
長
引
く
デ
フ
レ
と
実
質
賃
金
の
低
下
、経
済
成
長
力
を
失
っ
た
社
会
の

中
で
、雇
用
は
不
安
定
化
し
、若
者
は
奨
学
金
と
い
う
名
の
借
金
返
済
に

追
わ
れ
、は
び
こ
る
性
別
役
割
分
担
意
識
が
、働
く
女
性
を
せ
め
ぐ
中
、い

つ
し
か
、我
が
国
の
少
子
化
の
底
は
抜
け
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
の
日
本
の
出
生
数
は
75
.8
万
人
、1
9
9
0
年
は

1
2
2
.1
万
人
あ
の
年
、「
1
.5
7
シ
ョ
ッ
ク
」に
対
し
て
正
し
い
危
機

感
を
持
ち
、対
策
を
打
て
た
の
は
、一
体
誰
だ
っ
た
の
か
？



　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
会
派
を
代
表
し
、

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
い
て
、河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣

に
質
問
致
し
ま
す
。

　
こ
の
身
を
引
き
裂
い
て
我
が
子
を
産
ん
だ
の
ち
、待
っ
て
い
る
の
は
全

身
疲
労
と
、ホ
ル
モ
ン
の
乱
高
下
、乳
房
の
痛
み
、そ
し
て
膨
大
な
数
の
書

類
手
続
き
で
す
。

　
出
生
後
14
日
以
内
に
は
、戸
籍
法
第
49
条
に
基
づ
い
て
、出
生
届
を
市

区
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。同
じ
く
14
日
以
内
の
国

民
健
康
保
険
加
入
届
提
出
が
、国
民
健
康
保
険
法
第
9
条
1
項
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
さ
ま
、自
治
体
条
例
に

基
づ
い
て
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
申
請
を
し
、母
子
保
健
法
に
則
っ
て
乳

幼
児
健
診
の
手
続
を
行
い
、健
康
保
険
法
に
定
め
ら
れ
た
出
産
育
児
一
時

金
の
申
請
を
病
院
ま
た
は
健
康
保
険
組
合
の
窓
口
で
す
る
と
共
に
、児

童
手
当
の
申
請
を
直
ぐ
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。児
童
手
当
法
お
よ

び
施
行
規
則
に
よ
っ
て
、受
給
資
格
と
手
当
額
の
認
定
請
求
は
、15
日
以

内
に
し
な
け
れ
ば
、受
け
と
れ
る
筈
の
手
当
て
が
受
け
取
れ
ず
、期
間
を

遡
っ
て
支
給
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い
る
為
で
す
。

　
基
、デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
は
、遡
る
必
要
は
な
く
、出
生
届
が
出
さ

れ
た
と
同
時
に
児
童
手
当
の
申
請
は
さ
れ
た
と
み
な
し
、追
加
的
に
必

要
な
情
報
は
、利
用
者
に
プ
ッ
シ
ュ
型
で
求
め
れ
ば
事
は
足
り
ま
す
。

　
大
臣
に
伺
い
ま
す
。申
請
窓
口
も
期
限
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、手
続
き
毎
に

必
要
な
書
類
が
異
な
る
た
め
、利
用
者
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま

す
。政
府
が
主
導
す
る
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
に
は
、行
政
手
続

き
を
デ
ジ
タ
ル
の
み
で
完
結
さ
せ
る〝
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
〞、申
請
者
が

情
報
の
提
出
を
一
度
で
済
ま
せ
ら
れ
る〝
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
〞、複
数
の
行
政

機
関
に
ま
た
が
る
手
続
き
を
一
度
の
申
請
で
完
了
す
る〝
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
〞が
、徹
底
す
べ
き
三
原
則
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。現
実

世
界
と
の
、こ
の
著
し
い
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
産
後
の
手
続
き
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。傷
病
手
当
金
、出
産
手
当

金
、育
児
休
業
給
付
金
に
医
療
費
控
除
申
請
、帝
王
切
開
の
場
合
は
高

額
療
養
費
や
医
療
保
険
の
申
請
も
必
要
で
、そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
2
カ
月
が
過
ぎ
、赤
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種
デ
ビ
ュ
ー
の

日
が
や
っ
て
き
ま
す
。ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
肝
心
の
0
歳
児
ワ
ク
チ
ン
の

同
時
接
種
や
間
隔
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
想
像
を
絶
す
る
煩
雑
さ
で
、何
度

も
同
じ
こ
と
を
記
入
す
る
予
診
票
の
枚
数
は
、半
年
間
で
15
枚
を
ゆ
う

に
超
え
ま
す
。

　
大
臣
に
伺
い
ま
す
。令
和
5
年
6
月
9
日
閣
議
決
定
の
、デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
の
う
ち
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
施
す
る
行

政
手
続
き
一
覧
表
の「
地
方
公
共
団
体
が
優
先
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推

進
す
べ
き
手
続
」に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
15
項
目
の
中
に
、厚
労
省
所
管
の

予
防
接
種
予
診
票
、国
民
健
康
保
険
加
入
届
、出
産
育
児
一
時
金
申
請
、

法
務
省
所
管
の
出
生
届
、内
閣
府
所
管
の
、乳
幼
児
健
診
手
続
き
お
よ

び
自
治
体
条
例
に
基
づ
く
乳
幼
児
医
療
費
助
成
申
請
が
入
っ
て
い
な
い

理
由
と
、今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
見
通
し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
、デ
ジ
タ
ル
庁
の「
自
治
体
で
の
子
育
て
・
介
護
関
係
の
26
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
取
組
状
況
に
関
す
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」を
確
認
す
る

と
、令
和
5
年
3
月
31
日
時
点
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
完
了
し
た
自
治
体

は
1
，1
3
3
、全
体
の
お
よ
そ
65
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。政
府
と
し
て
、取

組
が
遅
れ
て
い
る
35
％
の
自
治
体
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
一
体
何
で
、今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
？
特
に
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
と
、

地
域
の
独
自
性
・
柔
軟
性
の
両
立
を
如
何
に
し
て
実
現
す
る
の
か
？
ご

所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
利
用
者
に
と
っ
て
は
、申
請
窓
口
が
何
処
で
あ
ろ
う
と
、所
管
省
庁
や

根
拠
法
が
何
で
あ
ろ
う
と
、1
つ
の
窓
口
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、行
政
全

体
の
支
援
を
、取
り
こ
ぼ
し
な
く
得
ら
れ
れ
ば
良
い
の
で
す
。国
・
都
道
府

県
・
市
区
町
村
と
い
う
三
層
構
造
の
行
政
は
、ア
ナ
ロ
グ
環
境
の
中
で
の

最
適
で
あ
っ
て
、デ
ジ
タ
ル
時
代
の
適
当
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
大
臣
に
、ワ
ン・
ツ
ー
・ワ
ン（
1
対
1
対
応
）、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ（
窓
口
一
元

化
）、お
よ
び
ワ
ン
モ
ア
プ
ッ
シ
ュ（
も
う
一
押
し
の
能
動
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
）と
い
う〝
３
つ
の
ワ
ン
〞の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

具
体
的
な
工
程
や
優
先
順
位
、時
間
軸
を
含
め
た
御
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、ベー
ス・レ
ジ
ス
ト
リ（
公
的
基
礎
情
報
デ
ー
タ
ベー
ス
）に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。行
政
に
よ
っ
て
確
認
・
登
録
さ
れ
た
、信
頼
性
・
正
確
性
・
最
新

性
が
担
保
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
整
備
は
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
絶
対
条
件
で

す
。た
だ
、そ
の
デ
ー
タ
は
本
当
に
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
な
の
か
？
更
に

は
、ア
ク
セ
ス
出
来
る
人
の
信
頼
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
？
2
つ
の

観
点
で
、大
臣
に
質
問
致
し
ま
す
。

　
先
ず
、デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
信
頼
性
に
つ
い
て
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
不
正
取
得
や
偽
造
が
横
行
し
て
い
る
中
で
、ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
の

持
ち
主
が
主
張
す
る
本
人
性
を
確
認
出
来
る
の
か
？
大
臣
の
認
識
を
伺

い
ま
す
。ま
た
、デ
ー
タ
や
履
歴
が
改
ざ
ん
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
、

電
子
署
名
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で
担
保
す
る
こ
と
が
必
須
だ
と
思

い
ま
す
が
、我
が
国
に
は
、米
国
の
N
I
S
T（
ア
メ
リ
カ
国
立
標
準
技
術

研
究
所 N

ational Institute of Standards and Technology

）の

よ
う
な
政
府
機
関
が
な
い
中
、如
何
な
る
体
制
で
デ
ー
タ
を
運
用
・
管
理

し
て
い
く
の
か
？
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
人
の
信
頼
性
、と
り
わ
け
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
が
脆
弱
だ
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
す
。自
治
体
職
員
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
不
正
受
給
も
現
に

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、大
臣
の
、開
発
者
お
よ
び
運
用
者
へ
の
対
応
の

御
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
ベ
ー
ス
・レ
ジ
ス
ト
リ
先
進
国
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
試
算
に
よ
れ
ば
、整
備

に
お
よ
そ
1
2
0
億
円
投
資
し
た
と
こ
ろ
、人
件
費
や
デ
ー
タ
管
理
費
の

圧
縮
な
ど
、15
年
間
で
お
よ
そ
1
，5
0
0
億
円
の
効
果
が
得
ら
れ
、

12
.5
倍
の
投
資
対
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。大
臣
に
、我

が
国
の
ベー
ス・レ
ジ
ス
ト
リ
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
、デ
ー
タ
の
流

通
・
利
活
用
イ
メ
ー
ジ
、投
資
対
効
果
の
見
立
て
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
今
回
の
法
改
正
で
は
、法
人
の
決
算
情
報
を
整
備
す
る
と
承
知
し
て

い
ま
す
。E
B
P
M
を
標
榜
し
な
が
ら
、全
く
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
か
な
い

意
思
決
定
が
横
行
す
る
永
田
町
の
現
状
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
昨
年
12
月
、業
界
団
体
が
所
管
省
庁
を
通
じ
て
提
出
し
た
税

制
改
正
要
望
の
内
、財
務
省
や
総
務
省
に
よ
る
事
前
審
査
で「
バ
ツ
」と

判
定
さ
れ
た
8
項
目
の
う
ち
、自
民
党
税
調
幹
部
の
一
声
で「
マ
ル
」に

覆
っ
た
も
の
が
7
項
目
あ
り
ま
し
た
。毎
年
、師
走
の
税
調
会
合
直
前
の

自
民
党
本
部
に
は
、業
界
団
体
の
関
係
者
が
ひ
し
め
き
合
い
、プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
議
員
に
自
団
体
へ
の
税
制
優
遇
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
恒
例

だ
と
い
い
ま
す
。

　
利
益
誘
導
の
政
治
、口
利
き
の
政
治
、そ
れ
ら
に
連
な
る
裏
金
の
政
治

を
是
正
す
る
力
が
、デ
ー
タ
に
は
あ
り
ま
す
。業
界
団
体
へ
の
影
響
力
を

保
つ
た
め
、高
額
の
寄
付
金
を
集
め
る
た
め
、そ
ん
な
瑣
末
な
欲
望
で
政

策
に
ゆ
が
み
を
来
す
な
ど
、も
は
や
許
さ
れ
な
い
我
が
国
の
深
刻
な
凋

落
を
、政
治
家
は
直
視
す
べ
き
で
す
。

　
今
後
は
、租
特
や
税
制
優
遇
を
受
け
た
企
業
が
、実
際
に
業
績
を
伸

ば
し
た
の
か
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
投
資
を
し
た
の
か
、労
働
者
に
還
元
し
た

の
か
な
ど
、エ
ビ
デ
ン
ス
の
実
態
た
る
デ
ー
タ
を
開
示
し
、そ
れ
ら
を
用
い

て
合
理
的
に
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
デ
ー
タ
戦
略
と
ベー
ス・レ
ジ
ス
ト
リ
の
本
旨
は
、単
な
る
デ
ー
タ
整
備

で
は
な
く
、デ
ー
タ
を
基
に
、エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
科
学
的
に
業
務
を
捉

え
、意
思
決
定
す
る
こ
と
を
当
た
り
前
に
す
る
、と
ど
の
つ
ま
り
、慣
行
の

是
正
だ
と
考
え
ま
す
が
、大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。昨
年
8
，3
9
5
件
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
、ひ
も
付
け
誤
り
が
発
覚
し
ま
し
た
。デ
ジ
タ
ル
庁
は
、公
金

受
取
口
座
の
誤
登
録
に
つ
い
て
、個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
立
入
検
査

を
受
け
、行
政
指
導
に
至
り
ま
し
が
、４
月
25
日
に
は
、厚
生
労
働
省
で

も
、健
康
保
険
証
の
、ひ
も
付
け
誤
り
が
5
4
5
件
あ
っ
た
こ
と
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
国
民
の
信
頼
は
失
墜
し
、連
日
報
道
さ
れ
る
、

偽
造
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
口

座
開
設
や
、携
帯
機
種
変
更
、S
I
M
カ
ー
ド
購
入
な
ど
、不
安
は
広
が

る
ば
か
り
で
す
。大
臣
に
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

　
河
野
大
臣
は
今
、見
え
な
い
も
の
を
見
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
負
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
は
っ
き
り
と
見
え
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

姿
を
語
り
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、デ
メ
リ
ッ
ト
を
同
時
に
提
示

し
、救
済
措
置
も
備
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
初
め
て
、数
多
の
懸
念
と

反
対
の
声
の
対
案
と
な
り
得
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
は
必
ず
不
具
合
や
誤
り
が
起
こ
り
ま
す
。間
違
え
な
い
こ

と
を
正
義
と
し
た
り
、バ
グ
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
る
の
で
は
な
く
、バ

グ
が
あ
っ
た
時
の
例
外
処
理
規
定
を
明
確
に
し
て
お
く
、そ
れ
が
大
臣
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
核
と
な
る
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、不
具
合
に
つ
い
て
の
説
明
を
怠
ら
ず
、近
視
眼
的
な
誘
導
施
策
や
小

手
先
の
名
称
変
更
に
固
執
せ
ず
、利
便
性
が
向
上
し
た
事
例
の
積
み
上

げ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
な
ど
に
邁
進
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
。高
齢
化
が
更
に
進
ん
だ
2
0
4
0
年
、現
役
世
代
は
現
在

の
8
掛
け
と
な
り
、2
0
5
0
年
に
至
っ
て
は
、全
国
の
自
治
体
の
お
よ

そ
4
割
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。人
口
減
少
を
前
提
と

し
て
未
来
の
姿
を
想
定
し
、そ
こ
か
ら
今
の
在
り
方
を
定
め
る「
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」の
考
え
方
に
立
て
ば
、デ
ジ
タ
ル
化
や
広
域
連
携
は
、

自
治
体
行
政
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
肝
中
の
肝
で
す
。

　
一
度
失
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
信
頼
を
再
構
築
す
る
た
め
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
大
臣
に
、礼
を
尽
く
し
、言
葉
を
尽
く
し
、説
明
や
責
任
か
ら
逃

れ
ず
に
汗
を
か
い
て
頂
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ど
う
か
異
な
る
意
見
を
疎

ま
ず
に
、そ
の
言
の
葉
の
中
に
こ
そ
課
題
の
本
質
を
見
出
し
て
頂
く
こ
と

を
殊
更
強
く
求
め
、私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
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国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
会
派
を
代
表
し
、

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
い
て
、反
対
の
立
場
か
ら
討

論
を
行
い
ま
す
。

　「
少
子
化
は
、問
題
な
の
か
？
」

　
勿
論
、問
題
で
あ
り
、経
済
の
衰
退
や
地
域
の
支
え
手
、労
働
力
不
足

を
招
き
、社
会
保
障
を
含
め
た
、あ
ら
ゆ
る
既
存
シ
ス
テ
ム
の
維
持
を
困

難
に
す
る
。国
力
を
低
下
さ
せ
る
、静
か
な
る
有
事
で
あ
る
。

　
政
治
家
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
の
よ
う
な
認
識
に
、う
ん
ざ

り
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。子
を
産
み
育
て
ら
れ
る
、産
み
育
て
た
い
、そ

ん
な
風
に
思
え
る
環
境
を
創
っ
て
こ
な
か
っ
た
政
治
家
た
ち
が
今
更
、何

を
宣
う
か
。

　
国
や
社
会
の
た
め
で
な
く
、自
助
を
殊
更
振
り
か
ざ
さ
ず
、1
人
1
人

の
選
択
、個
々
人
の
人
生
の
営
み
と
し
て
の
子
育
て
に
伴
走
す
る
政
策

が
、今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

全文掲載

本
会
議
登
壇

令
和
6
年
6
月
5
日

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
改
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

　
我
が
国
に〝
第
三
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
〞が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
は
何
故
な

の
か
？
将
来
、子
育
て
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
若
者
は
ど
う
し
て
4
割

に
留
ま
る
の
か
？
国
際
意
識
調
査
で
、自
分
の
国
は
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
と
思
う
か
？
と
問
わ
れ
、と
て
も
そ
う
思
う
と
答
え
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
は
80
.4
％
も
い
た
の
に
、日
本
は
た
っ
た
の
4
.4
％
。

こ
の
76
％
の
著
し
い
差
は
一
体
何
に
因
る
も
の
な
の
か
？

　
学
ぶ
こ
と
な
く
、思
考
を
深
め
ず
、本
質
的
な
課
題
を
直
視
せ
ず
。

E
B
P
M（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）で
な
い
ば
か
り
か
、説
明
も
尽

く
さ
な
い
、そ
ん
な
政
府
の
姿
勢
に
賛
同
す
る
こ
と
は
到
底
出
来
ま
せ

ん
。以
下
、法
案
の
足
ら
ざ
る
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
。

　
反
対
の
第
一の
理
由
は
、少
子
化
対
策
の
要
諦
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い

点
で
す
。

　
政
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
子
育
て
世
帯
及
び
こ
れ
か
ら
子
育
て
し
得
る
世

代
だ
と
す
る
な
ら
ば
、最
重
要
視
す
べ
き
は
可
処
分
所
得
で
す
。

　
実
質
賃
金
と
出
生
数
の
相
関
係
数
は「
0
.93
」、税
や
社
会
保
険
料

な
ど
国
民
負
担
率
と
出
生
数
の
相
関
係
数
は「
マ
イ
ナ
ス
0
.95
」、奨
学

金
利
用
者
と
出
生
数
の
相
関
係
数
は「
マ
イ
ナ
ス
0
.90
」つ
ま
り
賃
金
を

上
げ
、税
負
担
を
下
げ
、社
会
保
険
料
負
担
を
下
げ
、控
除
・
給
付
・
無
償

化
な
ど
の
公
的
支
援
を
充
実
さ
せ
る
可
処
分
所
得
対
策
こ
そ
が
、少
子

化
対
策
の
要
諦
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、政
府
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
を
新
設
し
、社
会
保
険
料
の
増
額
に
乗
り
出
す
と
い
い
ま
す
。

　
労
使
折
半
の
社
会
保
険
料
が
上
が
れ
ば
、労
働
者
の
可
処
分
所
得
は

減
り
、企
業
の
賃
上
げ
原
資
は
削
ら
れ
、給
料
を
上
げ
る
ディ
ス
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
な
り
ま
す
。控
除
を
削
る
の
も
勿
論
、可
処
分
所
得
を
減
ら
す

悪
手
で
す
が
、政
府
は
現
在
、高
校
生
の
扶
養
控
除
縮
小
を
検
討
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
制
度
を
、少
子
化
対
策
財
源
を
確
保
す
る

為
に
新
設
す
る
と
は
。一
体
全
体
、何
を
し
た
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
し
て
や
支
援
金
制
度
は
、医
療
と
は
無
関
係
な
政
策
財
源
を
、医

療
保
険
の
枠
組
み
の
中
に
求
め
る
も
の
で
あ
り
、社
会
保
険
の
目
的
を

逸
脱
し
て
い
ま
す
。受
益
と
負
担
の
関
係
が
成
り
立
た
な
い
、保
険
料
の

目
的
外
使
用
を
容
認
す
る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

　
反
対
の
第
二
の
理
由
は
、国
民
へ
の
説
明
が
欺
瞞
的
で
あ
る
点
で
す
。

　
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
政
府
は「
実
質
的
な
負
担
は
生
じ
な
い
」と
繰

り
返
し
強
弁
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
に
は
大
幅
な
賃
上
げ
と
社

会
保
障
の
歳
出
改
革
と
い
う
2
つ
の
前
提
が
必
要
で
す
。今
日
現
在
、実

質
賃
金
は
25
か
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
で
す
。加
え
て
、歳
出
改
革
に
よ
っ
て

社
会
保
障
負
担「
率
」は
下
げ
る
代
わ
り
に
、医
療
費
の
窓
口
支
払
い

「
額
」が
増
え
る
こ
と
や
、介
護
保
険
の
利
用「
料
」が
増
え
る
可
能
性
は

否
め
ま
せ
ん
。つ
ま
り
法
の
立
て
付
け
上
は「
実
質
的
な
負
担
が
生
じ

る
」こ
と
に
何
ら
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　
ま
た
、支
援
金
制
度
の
負
担
額
と
し
て
当
初
示
さ
れ
た
4
5
0
円

は
、実
際
に
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
、所
謂「
被
保
険
者
」1
人
当
た

り
の
金
額
で
は
な
く
、「
加
入
者
全
員
」つ
ま
り
支
払
い
能
力
の
な
い
0

歳
児
も
入
れ
た
人
数
を
分
母
に
お
い
て
算
出
し
た
金
額
で
あ
る
こ
と

が
、後
に
判
明
し
ま
し
た
。し
か
し
て
、年
収
に
よ
っ
て
は
毎
月
の
負
担
額

が
1
，5
0
0
円
を
超
え
る
人
も
い
る
こ
と
が
、衆
議
院
に
お
け
る
法
案

審
議
の
最
終
盤
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
誰
が
ど
れ
だ
け
負
担
す
る
制
度
な
の
か
？
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕

組
み
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
基
礎
的
な
デ
ー
タ
が
必
要

で
す
。そ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
、国
会
に
お
い
て
建
設
的
な
議
論
と
裁
定
が

な
さ
れ
、歴
史
の
検
証
に
耐
え
う
る
議
事
録
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
際
、政
府
が
喧
伝
し
て
き
た「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
」の
ト
リ
ッ
ク
に
つ

い
て
も
指
摘
致
し
ま
す
。総
理
は
施
政
方
針
演
説
な
ど
で
、少
子
化
対
策

が
画
期
的
に
前
進
す
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、家
族
関
係
支
出
が

O
E
C
D
ト
ッ
プ
の「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
」に
達
す
る
水
準
で
あ
る
G
D
P

比
16
%
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
数
字
は
国
際

社
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
計
算
式
に
則
っ
た
も
の
で
は
な
く
、日
本
独
自

の
計
算
式
で
取
り
繕
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
ず
分
母
を〝
G
D
P
〞か
ら〝
国
民
1
人
あ
た
り
の
G
D
P
〞に
変

更
し
、分
子
は
家
族
関
係
社
会
支
出
額
の
総
額
で
は
な
く
、日
本
の
18

歳
以
下
人
口
、お
よ
そ
2
，0
0
0
万
人
で
割
っ
た
も
の
に
変
え
ま
し

た
。何
故
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？

　
2
0
0
0
年
に
は
世
界
2
位
だ
っ
た
、日
本
の
1
人
あ
た
り
の

G
D
P
は
今
年
38
位
に
転
落
す
る
見
込
み
で
す
。諸
外
国
と
比
べ
て
低
い

数
字
を
分
母
に
置
き
、子
ど
も
の
数
が
減
れ
ば
減
る
ほ
ど
大
き
く
な
る

数
字
を
分
子
に
置
け
ば
、世
界
に
お
け
る
日
本
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
見

え
す
る
数
字
が
出
来
上
が
り
ま
す
。ま
さ
に
ト
リ
ッ
ク
。ハ
リ
ボ
テ
の「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
並
16
％
」で
す
。

　
不
可
解
な
の
は
、昨
年
2
月
時
点
で
は
、総
理
は
日
本
独
自
で
は
な

く
、国
際
社
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
計
算
式
に
よ
る
数
字
を
国
会
答
弁

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
事
録
を
そ
の
ま
ま
読
み
ま
す「
家
族
関
係
社
会

支
出
は
、2
0
2
0
年
度
の
段
階
で
G
D
P
比
2
％
を
実
現
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
そ
れ
を
更
に
倍
増
し
よ
う
で
は
な
い
か
、と
言
う
事
を
申
し

上
げ
て
い
る
」

　
家
族
政
策
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
G
D
P
比
3
.4
％
で
す
か

ら
、本
当
に
倍
増
す
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
は
ま
さ
に
異
次
元
で
す
。し
か

し
2
%
を
4
%
に
す
る
た
め
の
財
源
、お
よ
そ
10
兆
円
を
確
保
す
る
こ

と
は
結
局
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
の
加
速
化
プ
ラ
ン
3
.6
兆
円
で

は
G
D
P
比
2
％
が
2
.4
%
に
な
る
だ
け
で「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
」に
は

遠
く
及
び
ま
せ
ん
。こ
れ
が
真
実
で
す
。

　
も
し
も
、既
に
喧
伝
し
て
し
ま
っ
た「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
」「
倍
増
」「
異
次

元
」そ
れ
ら
の
言
葉
の
帳
尻
合
わ
せ
の
た
め
に
、日
本
独
自
の
計
算
式
を

編
み
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
言
語
道
断
。欺
瞞
的
・
詐
欺
的
と
の
誹
り
を
免

れ
ま
せ
ん
。

　
反
対
の
第
三
の
理
由
と
し
て
、時
代
認
識
、女
性
認
識
の
更
新
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
指
摘
致
し
ま
す
。

　
5
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、岸
田
総
理
の
み
な
ら
ず
、加
藤
大
臣

ま
で
も
が
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
、所
謂
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ

ア
ス
に
つ
い
て「
持
た
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」と
、御
答
弁
さ
れ

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　
バ
イ
ア
ス
は
脳
の
仕
組
み
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
、誰
の
中
に

も
必
ず
存
在
し
ま
す
。大
切
な
の
は
、そ
れ
自
体
を
悪
だ
と
決
め
ず
、自

身
の
中
に
あ
る
偏
見
を
自
覚
し
、自
認
し
た
上
で
、偏
り
を
是
正
す
る
た

め
の
仕
組
み
や
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
心
が
け
で
な
く
声
が
け
を
し
て
下
さ
い
。両
立
支
援
を
議
論
す
る
時
、

脳
内
で
母
親
だ
け
を
主
語
に
し
て
い
な
い
か
？
地
方
の
人
口
減
少
を
考

え
る
際
、若
年
女
性
人
口
の
流
出
に
真
っ
先
に
着
目
す
る
の
は
正
し
い
の

か
？
児
童
手
当
加
算
や
高
等
教
育
無
償
化
が〝
3
人
目
か
ら
〞で
あ
る
こ

と
に
、結
局
、多
子
礼
賛
か
と
現
役
世
代
や
次
世
代
は
閉
口
し
て
い
な
い

の
か
？

　
時
代
認
識
、女
性
認
識
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
と
共
に
、子
ど
も
の

数
や
有
無
を
分
断
要
素
と
せ
ず
、親
の
収
入
で
線
引
き
を
せ
ず
、生
ま
れ

た
子
ど
も
達
全
員
を
全
力
で
育
む
政
策
を
、政
府
に
は
強
く
求
め
ま
す
。

　
以
上
、本
法
律
案
に
反
対
す
る
主
な
理
由
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
。

　
昨
年
、自
死
し
た
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
は
5
1
3
人
。我
が
国

の
最
大
の
課
題
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
な
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か

く
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
が
、こ
れ
か
ら
何
に
で
も
な
れ
る
子
ど
も
達
が
、

自
ら
命
を
絶
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
孤
独
・
孤
立
の
中
か
ら
、抱
き
し
め
ら
れ
た
い
と
両
手
を
伸
ば
す
子
ど

も
が
い
る
一
方
で
、助
け
て
欲
し
い
と
誰
に
も
い
え
な
い
子
ど
も
達
も
い
ま

す
。我
々
は
そ
こ
に
分
け
入
っ
て
手
を
繋
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
、自
治
体
間
格
差
が
喧
し
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
法
律
上
、

明
確
な
根
拠
規
定
を
設
け
る
と
共
に
、児
童
福
祉
法
で
な
く
、子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、18
歳
未
満
と
規
定
さ
れ
が

ち
だ
っ
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
18
歳
以
上
も
支
援
対
象
と
し
て
頂
い
た
こ

と
に
、心
の
底
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
心
あ
る
官
僚
、法
制
局
の
皆
さ
ん
。そ
し
て
報
道
で
、研
究
で
、

提
言
で
、子
ど
も
達
に
伴
走
し
続
け
た
大
人
た
ち
の
想
い
の
総
和
で
あ
る

こ
の
法
案
が
、今
日
も
踏
ん
張
る
、日
本
中
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
た
ち
を
照

ら
す
灯
火
と
な
ら
ん
こ
と
を
切
に
願
い
、私
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

　
少
子
化
が
、最
大
の
病
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。実
質
賃
金
の
低
下
、

非
正
規
雇
用
の
増
加
、長
時
間
労
働
の
容
認
、就
職
氷
河
期
世
代
や
奨

学
金
世
代
の
放
置
の
み
な
ら
ず
、性
別
役
割
分
担
意
識
の
再
生
産
と
固

定
化
、多
様
な
性
や
家
族
の
形
を
認
め
て
来
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、他
に

も
っ
と
大
き
な
病
が
あ
っ
て
、少
子
化
は
そ
の
合
併
症
で
す
。

　
1
9
9
0
年
の
1.
5
7
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
34
年
、1
9
9
4
年
の
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
か
ら
30
年
、少
子
化
担
当
大
臣
は
26
代
目
を
数
え
る
に
も

関
わ
ら
ず
、我
が
国
の
少
子
化
対
策
が
空
振
り
し
続
け
て
い
る
の
は
、政

策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
ペ
ル
ソ
ナ
分
析
が
曖
昧
で
、K
G
I
・
K
P
I
と
い
っ
た

評
価
指
標
が
設
定
さ
れ
ず
、故
に
効
果
検
証
は
な
さ
れ
ず
改
善
も
な
く
、

的
外
れ
な
政
策
を
量
産
し
続
け
て
も
、大
臣
の
1
人
と
て
、責
任
を
取
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。そ
の
程
度
の
危
機
感
だ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
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国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
会
派
を
代
表
し
、

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
い
て
、質
問
い
た
し
ま
す
。

　
性
暴
力
の
被
害
者
に
は
、一
片
の
落
ち
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
の
一
片

も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
だ
恋
も
知
ら
な
い
子
ど
も
達
が
性
被
害
者
に
な
っ
て

い
る
現
実
を
、私
た
ち
は
決
し
て
許
さ
ず
、行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
国
民
民
主
党
は
、2
0
2
1
年
5
月「
子
ど
も
の
性
被
害
防
止
法
」を

議
員
立
法
致
し
ま
し
た
。性
犯
罪
の
前
科
を
有
す
る
者
は
、子
ど
も
に
日

常
的
に
接
す
る
職
業
に
は
就
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、保
育
士
や
教
職

員
等
の
国
家
資
格
に
お
け
る
欠
格
事
由
を
厳
格
化
す
る
と
共
に
、資
格

で
分
類
で
き
な
い
塾
講
師
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
等
に
つ
い
て
は
無
犯
罪
証

明
書
を
厳
格
に
運
用
す
る
旨
を
提
案
致
し
ま
し
た
。

　
資
格
者
は
、現
行
法
で
も
網
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。し
か
し
、

資
格
で
分
類
で
き
な
い
者
は
、そ
れ
が
出
来
な
い
か
ら
こ
そ
、D
B
S
が

必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　
加
藤
大
臣
に
伺
い
ま
す
。本
案
に
お
い
て
、学
習
塾
な
ど
民
間
教
育
保

育
等
事
業
者
を
、義
務
で
は
な
く
、認
定
制
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、政

府
は
、事
業
者
の
対
象
範
囲
が
不
明
確
で
、監
督
や
制
裁
の
仕
組
み
が
必

ず
し
も
整
っ
て
い
な
い
た
め
と
ご
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
は
単
に
行

政
側
の
都
合
の
解
説
で
あ
っ
て
、子
ど
も
達
の
居
る
場
所
を
押
し
並
べ
て

安
全
に
す
る
有
意
味
性
と
は
、比
ぶ
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
成
立
し
た「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
事
業
者
間
取
引
適
正
化
等
法
」に

お
い
て
は
、そ
れ
ま
で
対
象
範
囲
が
不
明
確
で
、行
政
の
監
督
等
の
仕
組

み
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
法
律
の
中
で
定
義
し
、取
引
適

正
化
の
た
め
の
規
制
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
本
案
に
お
い
て
も
、網
か
け
す
べ
き
事
業
者
を
定
義
し
、新
た
に
監
督

や
制
裁
の
仕
組
み
を
構
築
す
れ
ば
、義
務
化
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

立
法
の
意
味
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
で
は
出
来

て
、D
B
S
法
案
で
は
出
来
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
実
際
に
盗
撮
や
性
暴
力
の
事
案
が
表
出
し
た
学
習
塾
や
、大
規
模
な

性
加
害
事
案
が
発
生
し
た
芸
能
事
務
所
で
す
ら
、義
務
化
の
対
象
で
な

い
の
な
ら
、本
案
に
は
重
大
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。こ
の
黒
い
穴
か
ら
意
図
を
も
っ
て
、子
ど
も
達
に
、に
じ
り
寄

る
も
の
は
必
ず
現
れ
ま
す
。

　
加
藤
大
臣
は
、衆
議
院
で
の
審
議
の
中
で
、犯
罪
事
実
の
確
認
義
務
を

負
う
要
件
を「
継
続
性
」「
閉
鎖
性
」「
支
配
性
」と
し
、学
校
の
ク
ラ
ブ
や

部
活
動
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
チ
等
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る

旨
、明
言
さ
れ
ま
し
た
。で
は
、学
童
や
塾
の
送
り
迎
え
を
す
る
子
育
て
タ

ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
対
象
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
車
内
は
閉

鎖
性
、ハ
ン
ド
ル
は
支
配
性
そ
の
も
の
で
す
。

　
今
後
、マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
責
任
は
ど
の
よ
う
に
問
い
、雇

用
と
請
負
の
労
働
者
性
を
い
か
に
整
理
し
、ど
こ
に
網
を
か
け
て
い
く
の

か
？
犯
罪
事
実
の
確
認
義
務
を
負
う
職
種
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、誰
が
、

ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
く
の
か
？
加
藤
大
臣
、お
答
え
下
さ
い
。

　
特
定
性
犯
罪
に
、公
然
わ
い
せ
つ
罪
や
わ
い
せ
つ
目
的
略
取
及
び
誘
拐

罪
、下
着
な
ど
の
性
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
窃
盗
罪
等
の
犯
罪
類
型

が
含
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、特
定
性
犯
罪
に
該
当
す
る
犯
罪
で

あ
っ
て
も
、逮
捕
後
に
示
談
を
し
て
不
起
訴
と
な
っ
た
事
例
や
、行
政
に

よ
る
懲
戒
処
分
、民
事
訴
訟
で
性
加
害
が
認
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、本
案
で
は
調
査
対
象
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、大
き
な
穴
で
す
。

　
犯
罪
事
実
の
確
認
結
果
は「
事
実
上
の
就
業
制
限
の
根
拠
と
な
る
」と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、あ
く
ま
で
事
業
者
側
が
安
全
確
保
措
置
を
講
じ
る
か

ど
う
か
の
判
断
材
料
で
あ
っ
て
、欠
格
事
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。加
害
者
の

職
業
選
択
の
自
由
を
尊
重
し
つ
つ
、子
ど
も
た
ち
を
性
暴
力
か
ら
守
る
こ

と
の
比
較
衡
量
を
最
優
先
に
考
え
る
な
ら
ば
、お
そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か

を
、判
断
す
る
に
足
る
材
料
を
最
大
限
、抜
け
漏
れ
な
く
、事
業
者
側
に

提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。加
藤
大
臣
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
画
像
生
成
A
I
に
よ
る
C
S
A
M（
性
的
児
童
虐
待
コ
ン
テ
ン
ツ
）の

問
題
が
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。ダ
ー
ク
W
E
B
の
C
S
A
M
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、1
カ
月
で
2
万
件
以
上
の
画
像
が
検
出
さ
れ
、日
本
で
は
、ガ

バ
ナ
ン
ス
が
未
整
備
の
た
め
、ダ
ー
ク
W
E
B
に
潜
ら
ず
と
も
容
易
に
コ
ン

テ
ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
実
在
児
童
が
特
定
不
可
能
な
生
成
A
I
に
よ
る
C
S
A
M
は
、児
童

買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
で
の
立
件
が
困
難
で
す
。ま
た
A
I
に
は
制

作
者
が
い
な
い
の
で
、著
作
権
法
で
も
逮
捕
で
き
ま
せ
ん
。恐
ろ
し
い
こ
と

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

全文掲載

本
会
議
登
壇

令
和
6
年
6
月
7
日

子
ど
も
性
暴
力
防
止
法
案
に
対
す
る
質
疑

　
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
の
は
、子
ど
も
達
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。障
害

者
施
設
職
員
に
よ
る
性
暴
力
や
、高
齢
者
施
設
職
員
や
訪
問
介
護
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
性
虐
待
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。今
後
、対
象
を
子
ど
も

に
限
ら
な
い
犯
罪
事
実
確
認
の
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、武
見
厚
労
大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
英
国
D
B
S
に
な
ら
っ
た
バ
リ
ュ
ー
フ
ォ
ー
マ
ネ
ー（
価
格
に
見
合
っ
た

価
値
）に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。英
国
D
B
S
は
、内
務
省
に
後
援
さ
れ
、議
会

に
対
し
て
直
接
説
明
責
任
は
負
う
も
の
の
、省
に
は
属
さ
な
い
公
的
機
関

と
し
て
、手
数
料
を
収
入
源
に
独
立
採
算
制
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
略
計
画
・
年
次
報
告
書
等
の
内
容
も
、少
な
い
経
費
で
効
率
的
に

運
営
し
、迅
速
な
対
応
に
よ
っ
て
顧
客
満
足
度
を
上
げ
る
、バ
リ
ュ
ー

フ
ォ
ー
マ
ネ
ー
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、当
初
か
ら
そ
う
だ
っ
た
訳
で
は
な
く
、2
0
1
8
年
に
会
計
検

査
院
の
調
査
が
入
っ
た
際
、年
間
2
8
0
万
人
の
利
用
を
見
込
ん
で
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
実
際
は
90
万
人
だ
っ
た
こ
と
や
、デ
ジ
タ
ル
化
が
計
画

よ
り
46
カ
月
遅
れ
て
い
た
こ
と
、当
初
見
込
み
予
算
額
に
対
し
35
％
も

超
過
し
て
い
た
こ
と
、何
よ
り
そ
れ
ら
の
原
因
分
析
や
対
策
が
全
く
講
じ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
、議
会
か
ら
指
摘
を
受
け
、改

善
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。我
が
国
の
D
B
S
は
、同
じ
轍
を
踏
む
わ

け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

　
加
藤
大
臣
に
伺
い
ま
す
。D
B
S
の
当
初
予
算
、利
用
見
込
み
者
数
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
外
部
委
託
す
る
際
の
責
任
・
監
視
の
在

り
方
な
ど
、現
在
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
概
要
お
よ
び
、監
査
の
時
期
や
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
ま
た
将
来
的
に
、受
益
者
に
応
分
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、

加
藤
大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
こ
の
問
い
の
主
旨
は
、今
後
、子
ど
も
か
ら
大
人
に
も
対
象
を
拡
大
し

た
り
、開
示
さ
れ
る
情
報
源
を
司
法
判
断
等
か
ら
起
訴
猶
予
に
よ
る
不

起
訴
処
分
や
行
政
処
分
、通
報
情
報
へ
と
拡
大
し
た
場
合
、既
存
組
織
で

は
到
底
賄
い
き
れ
ず
、実
行
組
織
の
拡
大
が
不
可
避
と
な
り
ま
す
。そ
の

際
、財
源
を
国
庫
に
求
め
続
け
る
の
は
、現
実
性
に
乏
し
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
意
識
で
す
。

　
先
を
行
く
英
国
D
B
S
に
、経
営
観
点
、バ
リ
ュ
ー
フ
ォ
ー
マ
ネ
ー
視
点

で
も
学
ぶ
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、加
藤
大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
プ
ラ
イ
シ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

　
前
科
等
は
極
め
て
高
度
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ

の
適
正
な
開
示
に
重
大
な
利
害
を
有
す
る
本
人
が
、確
認
申
請
の
主
体

で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。し
か
し
、個
人
情
報
保
護
法
第
1
2
4
条
第

１
項
で
は
、個
人
の
犯
罪
歴
等
に
つ
い
て
は
、開
示
請
求
等
の
規
定
の
適

用
除
外
と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
理
由
と
し
て
、拡
散
・
転
々
流
通
の
弊
害

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
こ
そ
が
日
本
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
典
型
、

国
民
は
正
し
い
判
断
を
下
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、国
が
介
入
し
て
あ

げ
る
、あ
な
た
の
為
に
ね
、と
い
う
立
て
付
け
で
す
。

　
加
藤
大
臣
に
伺
い
ま
す
。昨
年
8
月
の
有
識
者
会
議
で
は
、イ
ギ
リ
ス

や
ド
イ
ツ
、韓
国
な
ど
10
か
国
の
犯
罪
歴
照
会
制
度
に
つ
い
て
比
較
検
討

さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
ま
す
。諸
外
国
で
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
に
係
る

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
帰
属
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
教
え
て

下
さ
い
。

　
最
後
に
、性
暴
力
被
害
者
の
半
数
は
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

（
P
T
S
D
）を
発
症
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。P
T
S
D
へ
の
介
入

な
し
に「
子
ど
も
達
を
ま
も
る
仕
組
み
」は
で
き
ま
せ
ん
。専
門
治
療
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
が
、現
在
の
精
神
科
医
療
で
は
、P
T
S
D
に
対

す
る
治
療
を
行
う
と
赤
字
に
な
る
た
め
、導
入
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

加
藤
大
臣
に
、検
証
と
取
組
を
求
め
ま
す
。

　
被
害
者
の
小
さ
な
心
に
埋
め
込
ま
れ
た
地
雷
は
、何
が
き
っ
か
け
で

爆
発
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。進
学
、就
職
、恋
愛
… 
不
安
の
中
を
、

私
は
這
う
よ
う
に
生
き
て
き
た
。

　
そ
ん
な
胸
の
内
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、今
も
P
T
S
D
に
苦
し
む

被
害
者
の
方
で
す
。

　
諸
外
国
に
な
ら
い
、性
犯
罪
者
、特
に
小
児
性
犯
罪
者
に
対
す
る
科
学

的
去
勢
や
G
P
S
装
着
等
の
厳
罰
化
の
必
要
性
を
口
に
す
る
私
に
、そ

の
方
は
、包
括
的
性
教
育
や
、加
害
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
、保
護
観
察
終
了
後
の
孤
立
対
策
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。「
社
会
に

と
っ
て
、そ
れ
が
一
番
、安
全
へ
の
近
道
で
す
」柔
ら
か
に
諭
す
言
葉
は
、ま

る
で
道
し
る
べ
の
よ
う
で
し
た
。

　
よ
う
や
く
生
ま
れ
る
D
B
S
が
、我
が
国
で
生
き
る
全
て
の
子
ど
も
達

の
、豊
か
な
学
び
や
育
ち
を
支
え
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も

果
断
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

に
、実
在
の
児
童
に
酷
似
し
た
C
S
A
M
を
生
成
で
き
る
、追
加
学
習
用

デ
ー
タ
が
、当
た
り
前
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
上
で
売
買
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ

う
い
っ
た「
フ
ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」と
呼
ば
れ
る
手
法
は
、我
が
国
の
法

律
の
何
れ
も
が
想
定
し
て
い
な
い
た
め
、太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
態
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
権
利
侵
害
、特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
保
護
を
目
的
と
し

た
新
た
な
法
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
、加
藤
大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
同
時
に
、法
整
備
前
で
あ
っ
て
も
、こ
う
い
っ
た
行
為
を
業
と
し
て
行
っ

た
者
に
つ
い
て
は
、司
法
手
続
に
準
じ
た
適
正
な
方
法
で
、子
ど
も
に
関

わ
る
仕
事
に
は
就
け
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、加

藤
大
臣
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　去る2024年7月9日、ANAクラウンプラザホテルグラ
ンコート名古屋にて「伊藤たかえさんを育てる会」を開
催させて頂きました。伊藤たかえが政治家になる以前
からの友人であるLINEヤフー株式会社の川邊健太郎
会長にご講演頂いた後、川邊さんと伊藤たかえによる
トークセッション。その前段ではご来賓から祝辞を賜っ
たほか、伊藤たかえ本人からも、再選から2年で「孤独・
孤立対策推進法」「ヤングケアラー支援法」の2つの立
法に漕ぎつけた旨の報告をさせて頂きました。 今回、多
くの皆さまにご参加いただいた事を実行委員会を代表
し、厚く御礼申し上げます。 彼女が皆さまにお約束した
「まだ、ここにない政策を」幾つも幾つも実現していく姿
を、どうか見守り、今後ともお育て頂きますよう何卒よろ
しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　伊藤たかえ後援会会長　日沖充孝

後援会からの
ご報告
2024.07.09

▲LINEヤフー株式会社 川邊健太郎会長とのトークセッション

▲日沖後援会会長




